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青年はたたかう

督芭笹薮ノ　葛己不倍にとし＼して。
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青年の鎚は旭基である。
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冒　　次

世界の竜鏡像化啓泉に蘇あれ

轟、．勺、料

藻草を驚くするのを急ぐ必啓庖なし＼）

帯●

一食十両

鳴・嵐の土

夢働署・・

尭絆青春の絶

「工賃酸に入ってかわもう閏年……・J

lt竜泉ケWこのすぼらしし＼留を野都ノ

琴の司

教のⅦ草間

わすれられ虜摩

藤の粂庫と八覇の灸痺

二の啓草庸†

「上役裔⊥

CHAI Nに愚う

「化単が壊しリ二なった藤」一冬寮を覇にして－

風琴とだし＼どし＼ヒ蔵人と・

歴　容

∴三　上・＼

旛　藤

「蒔尊を前にして」

日曜・習

熟王寺

「幕藩な艶郡」

BはS hの車で

T思慮∴燵層・幻寒」

革常にあたって

4回生　打覇　敬司

町田　誠と

d官女　市村　　罵・

4覇重　商久償軟風

ユ官吏　再騰　薄失

え回重　患項　　博

ー咄・・・　胆も　塵喜

3回を　忍下賽等享

4回を　驚額　憲夫

4回恕　山各　衰汽

A笹は　早川　が努

4回蜜　名取　知唐

4匡廃　藩夢　　魔

4回を　木田1安東

日計套＋井上　養三

4回を　三宅在民享

磐箪　席療

2回を　鮮紅　利雄

4官女　賽多　勢大

言回生、匝机已　二翠三

卑官史　書鉾　淘ニ

｝・4回を　滝谷　善夫

4回卓　近藤　正解

東新‘尿次

4回堕　三辻　　勝

3覇壁　乗　　　車

水星　粛三

4回生　江軒　攣遣

え司法　金田　孝二

4回史．沈終・孝★
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竃去・東泉t戎点．…

慣わ3ム年度キ嚢虫のゆくえ

4回吏　江筒　賀竃　59

一つの選蘭は腰の愛敬を凍倹する。安穏よく事を呈しビ空は、’，

拳骨喧なくなってしまうク　何かやり感’めたがそれをこ托えモと

きの激しく　蘇最Lと慈リ帝についても韓じ二℃である。

社史的なせがノ　畏し＼がけなし＼お客を迎えるた吟に登りを車齢

したからとそ，私は課して≪なん巨も偽竃だ．′≫などとは言

わぬ。むしり≪登りを帯の為だカのなんとし＼うよい療法だろ

う．′》と言う。　　　　　　　　　　　　叫牟知㌦

尭々繊経化学覇せが東通の嵩し合いの壕を薄ら．お重し＼をよく

濠解し、餅終化学科の発展めとめに絹やのエネルギー窒終審す

巻べききっかけをっくること。
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世界の 絶化学科
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4回生　け団敬司

哲諒：　人を冬一番賓琶な田等がとうとう軽き、ヒ。渚藤笹雷同の整う艶の頂賢

帝ヒ日東も9覇になったので令華濱を前にして心音ちか疋ベラベラめくって

みた．ビ言って出てゆくのも後味が落し＼からしヽいたいニ￥をいうことにした。

鰐浄　　愚うに大草女藷は間宮雀＝ニなって惚まった感じが写る。

希象二　硬囁㈲な大挙教習につしヽて所感をのべ為に蟄山に例をとれば、

まず一回生は山に盈しむ低山のワンヂリングでこの郭軌ニ1ままだ貰し＼ビーフ

澄見えなし＼が矢し＼に山の美しさ潔し竃を短為。自分で山のどこカ瑠措き力＼合っ

てくれぼしのだもの、一向に解きに怒れない人は溶力水あっても　々めゐこ

と。二宮塗になれば足のむくきま登山のピ≠クも，音、み試ノ立歩き組亀老やるが

よし、。観確Lがよく楽しし＼ガス粟∴ツ象山のダ十ゴ味はまだ食らない了高谷

手通学鹿諭＿tを濃艶するようなもんだ．しかしこか賭閲に山の生姜になれ優

んの塞嵐対灘を賽につける。三回を良書しい到頭9森哲のラッせん　水蜜攻

衛び）トレニンデ、／之貫くらし＼カ＼つし一骨同じ竃望河渡も上下しこ前場がす軋

り岬ダーの命に取扱しとても官命カム蚤　とは習えないほどしぼtニっれ奄べき

だ。だからはるか上のピークなど、みてし、毎ヅままない9　しかし帝ギ管ブでも

打ちながら頂を孜初でて大し＼にあこがれこファイトをもや寸がよい。そして

し＼よい忘恩司薮、ブタ＼ソフの草だ。亀倉か計濁，蜃刀でげっめど～クにし＼ビ、

むのビ）不審も卑し、がはりわしヽもめる。かつてのふう仁平ノ轟五葉しし、⊥】では

なし＼9　智弁で）し鵬卜髪同市し一歩後逸二歩着直の脅しいぼか＼リのスポープ登

山だ、吹管に書かれと醇、激渡の久由一、L乱や文献とし＼う弛寓はあってもノ　そ

れを読み包弁lか行敏を葦める挙j断はす′ヾて短針だ、白倉以外にたよるこしのは

ないっだ甥＼らこそ「一歩〆渉毒膏が刀＼せげも1カをみる一》庄このエない喜びだゥ

しかしセのて‾訂衛峰でも潜慧なし＼ことに三食魯　にに　して穀暫葛も小けなし＼、

ここが小童の甘口き体刀の葦し＼嚢にとっては蔵みカタネとし＼うところかっ　ノ1＼を

みたいに三回生までのSm許を封ぎった丈の掟、塞夜学カーこせよ革聴及衛に

でよめ七かも頂上直下の氷壁烹そ凍て、さてどうザイ　ルを盛んだものかとめ

イつても釈増ロしだ。

ところで免に四回生になってはじめて大学生袷を味うつつヒセいっ†こぶは．

一一弓1－－



観念なことに本学には三回生までの蕗折が笥わめこちょろいというエビだゥ

そもそも厳賓にもならない敦壌卑官（文麻葡）はやめるがよい8庵腰、法学

放食草、経藩学から頂篭に登るまや叉徹夜賽で一貫してし＼たし．専制こして

もセ∴‥仁シγンや吐ン1頼工のようと｝篤史及牧に立ちそうで軒のたしにも

ならないひ言つぶLの簡義が実に脅し、－　そのくせ賽に森岡かとなるべき教学

や励渡があま　にも食喝だ　題意にしても我々新鮮な若者曳d乱し絶ん払して

学園への槽熱をもやしてくれるよちなものに目蓋とんどなか／．ヒノ　だから戴混

めム香芝で、三尊をすごといきなりラ抑軌の雪山をアタ＼ソクすることになり，

これで、は澄穂もしまうというものだ㌦　こんなことならい〃そ問質闇単騎にL

と方が家が要し＼てL、てその方が暫主軸、偲別解な草生が習っどらう∴とはい

ええらそうなことをし＼えたでンゲイで・店なし＼▲　尊するに巨命㌣勉強すればよ

掛ったんだ、今となってはただつらつらなげくぽかりだ，

一体轟は亀等滴河をしてし、とのか，入学したとたん桝の「泰衝を右リたけ

れば　出て雪子け⊥なる奇異約割示をうけたま∵わら上　カ、ソと来て寸ぐ虫ようと

賂っとが、よく考え蚕と〟かク円はらったあとだし、又こらし＼うチビきめずら

しし＼麟唱木琴に覇者江　もあっためやともかく教科竜を琶つたのポ塵のつき。

分析項数でし＼ろんな色なつけたりけしたりしてし＼奇と少しは大草らしい乳も

しと。岬同産は本ぼ州読んで、し→七、円棚沃γ斬れ　L餌歳などの音賓文献

を淫っぱLから読み、℃ばしたっ　近拭数学にも畢底をもち虫したが露rしろあの

訓示のお帖でで、、社食の芽陸に目をつぶりゝ　寮東森のモトン約ト、レイとなる

た衿の「雷門の勉強」など患禾むけ㍉　という夜詔ノ淫あって、化冬など見向笠

もしなかっと．ともかくも一回垂線等魔術に契り脅し、…」壬て、はあっ巨．

一一∴・・・・．　・・、・・・一　　二　　二・　．二　・・■・・．・・、・・．・　・、

●ノ・・、・　　　J　　・、・∴・・．・・J　‥・、・・．・：．・・　・　・・

撃令の鼠で歩くことに竜春の愚意どまきがいな闇虫した命ビぅ　三園垣になる

と才旨針鼠リのぶもして）くもなし＼喪鞄でい空がしそうになったJ　そして督篠Y

棄ヒっ　しかし新聞を盤しても蔵嘗なケンエツをうけて竜鶉の卓寓もなし、レ

学内廉食を閣こうとすると「そこんな日射に琴庶空かせない⊥とガンとはぬつ

けられるレ全くもウニの「軍なかれ大草上にはあいそをつか弓ノた。やつと学

問にデモ参加ポスターをはれもようになるころ線審横は牒っていた。もちろ

んめの藻草が社食主義牽命へ軽蔑寸奄粂庫はなかったけれども，少くYも

「象団の暴力Jで女罷博餅をへこませるといろ前例くらいは作れる￥洛った

が感萄寵数に終ったユ　零す芭‖こなるようにしかならんのか。ガンコな「縛轟

←4－
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卒」とやわ澤ともかくとして、草生の車にもrプラカードにうちの大草の亀

を出すのはメイワクキ万だ上とかみつし＼てくるこしのや、デモにゆくものをひ

ま八よぼおりするものがいとことは項にJとかわ恕しかった。人草早々、都の

都筑をう持たせソ大政の寮も遽融的な岬蘭をまざまざと見て、顔で潜って）じ

て実った。何から苗まで草生の包主都傾倒を乏またげられそぼ宵主的に勉鼠

も寸ゐ乳がしなし＼。こんな天啓は琴南に於いても不毛の兜だ、とうらのしく

啓し＼つつ、合唱や山単色なしてし＼る抑二三回蟹も終りに淀ヴいたク　著し、鹿鋸

艦髪生かして頗後節に活動する栽会に欠けてし＼七のと，烙奉の直亀に命掌が

カモもてγ、油軽蔑諺の深みにおち込んだク　巻く恵気力になり，宅かO Lころ

の埋穏主義も痛熱もどこへやわ′　ただもろ無力な督令をこ胃の寒隻に之ら寸

のぼ一分たりともモえら外す、エソせ一色だったが，令から海えばあカころの

庵は全く匂己ソウ矢のドン庫にあっと。

春風とともに寧漆がはじまった、アタ、ソク関越だ。ガスにかくれこみえな

し＼患い峯髪氾顆で見た好一すべての艶食は膚寒の衆にもえっくさ軋、どこを

どう診るかも合わないくせにはじめて冬山にし＼どむ啓激こぞし、つぼい一　大薄を

覇1こしたニュートンの甘塔だ。密命牒刀で牒主鮒に前進する目標を　　こと

はま二日ニルネ＼ソサン入関歓喜だ9「賓本主義を酋長しながら賓太象七やとわ

れもことは号俸ビ㌦と牒え、勉魂までこぼんでし＼仁備叔な八喧観にも寄食憎、

£こ主　項に唯物蘭的な人生観に叫丸山も虫末たっいやしくも工牽士なる

名殊空いたゼく以上は何はさておきそれ兼当の棄カ㌢虚刹力を宿しそし＼竃べ

、きろ、、已れ隠社食に対してとし＼うより笥宅に封する嚢任である．包らパ1ケ

ニアとなる魔力を壌なす）んとあ刀＼んなめと鷹っ軋∴三日涙上髭のことに溶麿

をっかりす、前向きの蚤努で「現在に食工ナ雰｝を寮車する⊥というのボー

嘗した方針そ凝る。これは山で包ら碍・ヒ愚者だ。督命をせ苦し＼スケジュール

におじ込むことは竃ら周鹿と殖斜の芽を煮すこと愛憩喀する。

嘩上りなどにぼ虹層の領がみえる葉喚聾の注人となり、ベトキントンや轟

のひまな降には寮漁もした。とにかく繁藤とは発ちようにいかんもんで、、雫

療ガ葦が確かになる音でほぼ一軍かかった、つまリどな，デーダなしぼ月数

寸のはこれカ＼わなんだ。徹夜そ常殊のワシモヾノ常、やつと匪事を終えてシュ

ラフに入って｝フ。プすう、とだ本渡のも甘Lゐ昔ばかり、こんな藩に法官合力〈

r訝更に環頭している研更音」に思えて来て包己窮鼠ヒひとりつつ庵てし蓋

う射、畢データを蟄度してみると、き言って矢数だ、それこいヒ草城一軒め失敗

ばかりだ，こんなことをもう何回もくりかえして寛仁∴　しかし　ノ軒電とし＼う

ー5－



ものはム替り　吉日烹どんど同じほどおもしろいものだ．令じか宛が「1竺界のC

私上に絶大な萬りを潜じ、そし＼ゐゥ　才一▲　ただみたし＼な凍常軌で、高い豪富を

バリjヾ－巨木ヒ菰しても小言－づいわれなし、カだかめ文句をいうとパテがあた

るとし＼うものだク軍記にはところどこらポッ刀リ空包がある、甘く，「項麦

濱新線め放⊥　r常部環流イりナツリJ r竃山へ賢愚妃環倹」「許し＼もめも新

野の白馬へ」r車7冬山執頗上等や、了べてんですごしモ寒し＼光源し＼ヨやぎ。

そしてこのブランクこそ詞早計㍗もっともを圭生きとした軍令だ∴回国登に

山ですごした日数は選べ　rO竃にも恵る。山へ行くたび仁一希望にもえて′＼＼ソ

ラツとしこ帰って乗る、勉義も夷験もさあやわ芝、お、と悪気轟んだが、帰って

象れ軒と軋るころはもち‾すっかり恵勿ままだ。棄験もと＼二までやった刀＼逢し、

虫すのが岬牽労だ。しかしこの軽重散開な山堅】）が嚢に＝筆太な工ネルギ㌻諌

ぼ、棄きい、めの人里轟く触れた蔑人の白山頂上、薯の雨水が奉賛高めか紋

た力ヽら戯ぼったぼ、かりの太陽にきらめくまえ至った気鴫にみちた東上の大気

を吸えば、言三に努もき息もけ刀ぐれは滴える落し＼ビ。長い豪夜のはて、溌し、忽

庵、め虫葛に首まで、Lでめて胃を款も醇はゴクラブヒ葛か把児月餌する・－えの●Cめ

嵐菅のテンいこ折田も広喜顕してし＼る￥、大畠駕のきびしきが感動三九よがお

こす。

キ環綾も督賂嵐草の登山を岬をやるっもりである．同じ啓もなら，体力め

ない小室として」まおはす乃＼しい刀ぐやはり奉蘭蜂をアタ、ソクして払ようかと蔑

ろのも山な志す着として澤ごく缶鰭な客席だから慧んごめ榛すかもいとも懲

汚なし＼0奪い諒学のせ野‖二は寿溶埠は驚頂にあさり　いやまだ存在さえ知しれ

てし＼なし＼山が啓にうず＼もれて環濠包終つこし、るタ　磯わくば山へのこのかぎり

杖し＼あ二が甘Lが取っ払烹ぞ）つで乃＼んことを。

ああ　現ま今日もヌ　壁にがらさがづヒピッケルが大都くび1rL言上
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戎　る　偲嫁
1町　田　誠　之

化学の研究に実験勘渡す黎するものである〃　研究はもちろん，治膚酌に正

しいことはi粟夢ではあるがノ　これが気温これなければ科菅として∂密槍とは

なJ）なし＼、琶験は北単の立命であ駁∴爽除数行うに緑誠実と忍討とが虎零で

ある、。

覇窯な池を涙て実験、をすることは温めて大坊指こ￥で、痔ら孔と測定檻は

素直に受凝ら抑どなbない．予め終東を予足して東験したり′　怒寛を菖分の

都合のよいよろr噴げこ解衆するこぞはゆるまれないb

忍耐も襲験する八には慮く求められゐことで怒る，どんな困驚なことに匁

焙っても東線をやり拇く工夫が天罰であるク　しかし，多くの癒合に、各村と

いうのも煙から晃▼このことそ＼あって　研究者当人にはそれほど苦しし、二￥∵こ

爵じ　れていない廃合も多い　敏江ヒ杜苛をうノれぼ喫癖が電熱と湧いて　奄

もめそ、興味が盤れぼまた宙感に喪一法になるもので、もめるJ

そして冴棄寮験刃や閲功しに路の：萎びは、顧寵が多乃＼った蕗に店、－一席太きし＼

ものであるひ　この毒針ま、素面竃な研産着の礼かぐ冬われる純粋な人生月襲し

みの」つ誉め上　糸孝蹄更、着の馬鹿である。

・至・　　　　　・　　　　　．　　・．：　　．　・

●　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　、　　　　　　－　－　　－　－　　　　▼　　　　　■　　　●

象を何回となく　くり底しこ起きゼて芝れ髪観象する三とぐめるク人生の経験

は、蕗には頂じよちな竜邑療空したせ啓巧＼る疫合はあっこもそれは環焚付j朱

庫が貰っこいて、撞く　珂一・とは嘗えない．人生は現功しても）汽敬してもJ

商がもとの虫溌息に返ってや＼らやり直すことができない夕

われわれは入園として鳥成東なはを以て　竃安息態寮で人堕を歩まなけれ

ばならなし＼。そして二カ八女の登蜃な経験廷正しく琶畢り、察しし＼人生を逢

み度し＼ものと悉う。
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賽字を無くす担急用各組、
4回生　市　村　　晃‾

本誌芳7号に）太和二しては趣めて実額な意を熟せて頂いたところ，董希

に〉あるいは、本巻を亀じて喪駕や耽朝生寄せて頂き大役あIjがとく習って

し＼る”私の変らない橋条の一つは、常に習慣や常識を二漉期して甘やの凄藩が

マンネリズ、ムに簡らないようにすることであるかこノ　その鼻水衆の一つとして

日展、頭にあった項亨廃止を貴行してから　7年たった。「轟きは，あるが教

に合く裳反省に使われなければならないク　そのために固い泉現をした印刷物

に官が固さにくくぢ為し．文章をカ＼くめが面廃山二なる。もし常幸がなくて，

板名文亨だけしかなし＼めなら、詫ぐも奉を泉んだtj毒し＼tIjするのが解きに

なるのぞはなし＼か。」とふぅ整って麗小二威名巻きの醸留を鳩めたク芽ワ号に

㌦部範せたように色々とむっか＼しし＼阿寒があったが，今で1ま，その強攻登も

和えてノ　綴る書きもスムースになり、芝孔も読み凄くなり，腐れれば呵そ、も

なし＼二と斤亡命ってきたや　し刀＼し，これは官命の牽いたもめを彼で蔑み首肯か

ら、彗嵐観み訝し、畑けだク死人の登し＼たもの瞥艶孟ユれ七玩　こちはし、乃＼な

いかもし作息しヽ～今直ちに項亨を患部なくてこと」ま、初治をきない。そんな

ことをしたら官本や九三箆乳に礁為であフっう。そこで各顕著の卿詣廟になるよ

うに，官命だけのノートやメモに．あるいは、速記空費する筒にだけ複名老

至に守ればよいレ　もケと隠託しとし＼のなら、正嘉に虚言已餌望琶え軋ばふい

とし＼う藩賢も虫てくる。もつともなこ￥で㌧　赤村も杷人に刀ナ巻きを靂勤しと

上　公文養聖カナ巻きにするのを急ぐ成蚤はなし＼だろう。そんな二七をしな

くともノダト回漕がどんどんカナ尊王として甘木乳こ入って東て，葛感にむつ

かしい譲辛，壌篭は少なくな刊っつある。奥底にもののはきまったような亀

吉わしの衷覚から単刀遍人の言し、零が革まれるようになってきてし＼る。今の

蕎族生は，丸々よりもずっと藻琴短気沌なし、し，又短わなし、ことを射す、ヵ＼し

か川もしなし＼。その息裁やよりも遽んだ考えを轟ってし＼るiうに潰えて渾沌

LL＼恨リである。しカ、し「刀ンジをなくそう」の藤に潰して濃も宍温してい

た鹿ゝ抑ま，亨蘭に濁れてし＼なし＼ために読み」こくいとし＼うことであった。＝とめ

た珍に途車でおっぽり恕コれとり、藩味のとり藍えがあったりしては聾者ど

しても顔魚である，だから以後のdd正論の夜鷹は、壱亀の譲与・カナ混リ

丈に政の仁。奇襲′有訟毛の貰われるようにノ　言葉は目的で・なく芋窪であっ
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て文恵の窺鰐に書写る吉葉や表敬まは、喝いるべきでなし＼ので、ある。

ここ1二途濠の妾かせ雇と登るをとる高田頗有という八がし＼も，この人．努

は鰐客車、国語浮を騒乱の車に落し入れた汲本人′新層・漁港・ラジオノ凍

てはテLで仁おし＼てさえ，環等～カナ漆孝が額・リ玄げあれ、未だに覇らはっ

きりした鯨治男ヾ虫てし＼なし＼．（＄治髭急ぐ属官はないが）カタヤ泉愚主義歌ノ

コナタ装着主義敵ノ　まさに観念漆と腫閻観の対立であるク　がっぷり蝕んだⅦ

つ謂虜で嵐尊王義政がじりし、リど将してL＼るが、最藩主養液もぐっと＝：らえ

ていも。盤に昨年3円，国語審譲合香罵㌻名の歌風とし＼ろ大荒れの縛、水が

入って票も溺固慧商議食の節季邑姫島が膿緒に上げ出すしろと、療級淑敦．宇

野埼－，鞍上清¢3人勘　それを韓逸ノ鮭萄Ar名が正式に新零貫に諌められ

たのが昨息の？那7日で、ある。二の国語各務食乱　文帝大優への濃艶埼岡で・

ある鸞ヒ‖こそめ発言が竜蕗南風に大きく　ものを篭ってくる。玖後これめ功人

々かごと、＼んな活篠をしつつあるかか乳ものどかわその毅ぶれ変格介しておく。

驚吊　豪義

⑳爾‾葦寮え勧

ご・●　＿　　‥∴ト

0ラ乾田　　環

．：・　∴・＿：

草深　　大

．二　二　一▲：；1、

旛席　落失

浦、エ　五六

・∴∵　　　∴

／金手・壱上級

・．：＿・　∴　一一

矢原重牙太郎

（艶最新礪3鎗謙黍象簡享等）

（召泰放送協公金最）

（書一掃製鋼軒会長）

〔東森義蟄天啓教及）

〔簡素教育大草薮．鹿〕

いノニー東濠）

（都立唱ぬ嬉盲放置）

（大阪市立丸登政教塵．〕

（各冒新周褒某局最）

（革考慮東金敦ヤ笥）

（東京大琴数段）

（東京外囲篭大学教権）

（習本音東笥金頁）

慈釈　　義く東京数育丸尊敬，綬）

貴簡　祝矢（東野大饗放．唾）

古賀　逸策（固簡亀や参与）

慮夜　宮奪（慶応義聾大学数塵）

放談喜相姦（東池永瑳数塵）

白石　　嵩（帝竃静間漁貌親閲）

鈴木　泉承（東森琶金小牽叔最）

宰領　恵磁（東京宏養車尊厳養）

一g岬

嘗水　車ニ（素養すす木管最）

竃辻　正己（因樹法則葛衆愚）

轟剖　幸辰（京都大学烏鷺放線）

キ應　産気（東京悪筆親判軒朔率）

軍　　　港（丸童辻濠）

審議　五郎（斉田嵐産額集る最）

洛墜　昭頗（東京大替抑顔慮）

中川蜜と妨（学習院大塔敏鹿．）

や田　喪失（豪京教育天啓教産J

高尾　　棄（法政大替名誉敷産）

藩承　蜃一（打率宴等大軍等柿）

岡詔　立志直（日本史富豪協食冤孝養）

波多野教子（者建．寮）

浜覇　をケ（官本麿童文芸家協会確頚長）

館川　隆汽（評論・家）

汲憩　歳三（経団連希後産苛）

莱；下　正孝（立教大寒最）

粛上　線蔑（嚢東瞥笠大学長）

森ア　炭労（宣亀大学娘役）

認井　貫－（兼冥鼠メント恕漫）

ノ＼木　肴堺（日本学と混食笥）
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姿軌牙五郎　田本東予力発電土最　　書留　竜三　東京大学数殿）

横髄　　葉（田本新電渾金軍務葛最）

㊥法令魯′　Oは引金最

きてノ　この慮喝さんは、昨年のも貫目二新潮文豪からr息の圃讃教皇⊥とい

う奉を虫しておられる。習泰語を質する人なら－一夜筑んで見給えクをの序でノ

叔はこうまってし、毎，「言葉は箆にとっても昇蕊にあることのて、了。富豪は百

分の朴にあって，しかも　公命の　‖二あるク魯命の国庫ど同素にノ　包企め意の

ま議に乗れるものであり、しかもど＼にもならぬものであります．」こう竜し、

ながら宣J服は言葉を膏の肇に東乞うとしているのどがノ　その論旨を引き点

くと現のようになる。

1・竃擾豹にまらがし＼だらけの吉見ボ版各温し＼を廃して）論理紬＝正しいノ　聴

音に融最少勧上階史的仮名＼藍に庚すべきで詔もタ

凍慮壕の栄った教だそうでノ　空間濠字は最低j鋼封立は戊啓である．

51．教官のたのめ富豪ど意志く′　吾譲を教えるのが教育である6

4、竃濠はノ　その藩政こ産がろべきでノ　二の遷凍てト衷藩主義堂どる？泉竜王

、－　　●　　　　　、●　一　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　一■

寵㈲ノ娃というも、カがわ毎．

■、　　－　　■　　－

7）誘蔦の売級

－　　　　　　∴．　＿‥、、・　　　　　　　　　　　、一

一　　　　ヽ　ヽ　■　　■一、、－　－、

〇　仮名蕃望みみ」二景毎￥ノ為音が騒癖になij文章が㌢〔夜になる。

えたらよし＼ので、′　何〕ノ負牽力敦賀空室に守るべきものではなし＼。

7、日春雷の与一昔はノ　翼竜〇子音f真空衆昔に霊し＼て大き射ヒ睾髪責めてし＼払こ

し＼かわノ　笥車窓のローマ宣化は＼嵐考でないゥ

第、㌧＼」行盲は一鼠のてあし、言いな〔打者や′　それ敢行揖守もノ　ヌい片悠も

∴　一・、．・二　・．・・　－　　∵∴・∴、．一．一三　　、

はい二日にノ往a〕は′　日吉〕を覆し＼てしまったシ　褒毎に「何てはJ　′む〔も、刷　に

は、〔ト封を薫いているぅ〔射亡へMをコは，／亨／苛ノ／音／きめ泉竜王義に

立つ現縛仮名盈し＼の大きな融外である9　何を二根親日ここのま＞の形そ残して

いるかかと言えば′　その励義の鹿儀から，すなわち｝　意汝の敬からこのま
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言で馨し、てし＼る。棄患主義を入れているの島貫常も苦だLL＼。

？、愚者′／瀬音ノ　㈲最竜の泉託意の翰詔が宣LL＼p r大きな．が「お吉きな」

やあって，どうして「おうきなユ　キも　rお一望な上　で、もないの刃＼。ヌ∵「こ

うしてJ　は、どうして　rニお目ノて⊥で1．rニーして⊥で、むなし＼のか。これ

は、唱枚各藩で′「ユニ£芝な」はノ「おはきな」′「こうして上はノ「か

かレこ」で・あって′　それをその急＞「成上行の竜をワJ行の音に郊し衷え仁

だけで．これで、は知友＆乳を東食に・マスター下毛‖二は，先ず瞑目瓦も嵐を好

らなすやノぼ、ならなし＼といち芽倍が婆じる。

／O、剛鼠色嵐の文章ぐもノ　そう読みにくくない・カ勘　鳶泳劉云われぼ′読丸

の方位、それ．につし＼ていくかめ′　大して格範もなく正しく観める。しかし

し＼くら正しく発電でさてもノ　恵療硝云わらなければ，溶き蔑みの翁恵知ら

ずになるき　痕る書きばかりヒ承ると，そうし＼う鰐晃を言上き隠す．

書き出したわ契りがなし＼カぐ．まあざっとし＼うし＼う考えをもっZおられる。

㌦々もっともなれだがノ　それだヵ＼ら河も旧敵各亀に魚したり複号髪膚やした

りするとし＼七号ぬγ二反歌竃勺な徹夜をとらずに）もっと新しい書法を考えぼて

・　　　＼：・　　　一・二・・・、・，　・：・、　　　・

わわも否定丁もことぼやきなし、ゥ葡だけでは、意味水温じ憩L＼し，愚だけで

は、茸に訴えもとし＼う等し＼恵底の1云象がききなし＼。

牽筍すげの簡ヵ＼ら見てもノ言漂空音に虫してみて）いわゆるロに琶えさせる

から恵疎め躍絆が慈敦になる。だから本を髄乾してし＼乙もノ　てい二虫して訴竃

はしてし＼なし＼が　頭の車では　はっ李　と報告しながら添わでし＼為。こめ恵

味におし＼乙も～ぜ常連印の亀威望待たずとも．音声ダ十フウライダrカヾ産声∵与

れば）富貴の表記葱には，発普詑号が敦も忽してし＼毎＼のせばないだろうか¢

秦添？亨の隠裕嘉のデータを巌めて葡缶く私法ていただし＼た。姫鷺によく

讃べておられて軌巳した。静あく綿雪の暗闇と労力をかけてだわれもこと浸

ろう㍉．払膏〉「刀ンゾをなくそう上の虜に対して最同に思われた教亨を頗討し

てみるとJ湊で＼あることが食ったp

え9′ヾ岬ブ　う　う行竃

占ノ㌢

乳巧が′よ／ノぶ．よ∠∠

ノろよ∂∫

よ阜よ亘

この良三ごわびし，次のふうに粛正する。

j／09一一ウ之ヲラス

厨ぐjム→㌢3ぐ？

β．？クよ→β．‘伊≫

久幻7→釦昆守

ク、ぐ葺き→β．ぐえぐ

又ノ　凄字の草瑠字高教はノ簡約に兼かわ転ばならはし＼tLj　東軍祭に虫してお

∴J．　二・て．仁　．　一　一．・・∴　、・．　　J、、．　・．・一、　　、．・∴　・、

－‡ト

ゝ

巨

．

臣

。

巨

「

巨

て

J

L

L

ド

㌧

卜

‘

卜

、

「

け

㌧

・

・

、



圏哲敦冬毛が岬亀少なく′　冥7乙で、′　その腰のものが分包であるのは、据常に

面白く嘗琶なデータだと患う，以後の′度耳を祈る9

橿尋，森々登竜同湾に素人の肴は，ゼうすべきかゥ　亨義教の多し＼，あるい

は一　見．礪れ叔し＼藻草を読めなし＼ことや審けなし＼ことを恥Tで＼しがも）法曹はな

くノ　むしろそれ髪読まそうと私書かそうとすることな取手べきである。そん

なことに熱唱を蒔たなし＼で＼∴轟疎のまく∴漁った，思考凱二矛筒のない史寮生暑

くべきで、あろう。

ノ占え．／　封

CA朗読〟も．？の「アナロジーJの属の寄生正します．

蔑　　　　　　　　　正

Pユ骨・付痢百

ノ？

よ／

P之？　　ナ

ノ夏

ノ；テ

憲
…

紆

欝

闇
腰

冊

購

お力＼しな、　　　　むカ、し～ま

近づ、く　　　　　　近ずく

ヘーンンデ　　　　へーシソプ

二や、打の　　　　ジャス＼

塾終　　　　　　電豪

－’一・・．　　　　　　　・・∴・ご
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れどれ丈章が用乱丁に乾いてし＼ゐ。

ニ嘉芯　　哺
深し＼蘭が弘層々つ／〕む

霧択　琴の底から鳴ってくる

足もとから繋が漁れる

首儀へ冷たく触れる

山格に秀飛乗れる

商をよせあっ乙歩く

よりそって吐息袈もらす．
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常に

そ

ー　㊨　十　南

2回窒　州　嶋　津 」
丈

一食十両

看貫縛ノ　くす刃＼くさ娘か、こりゃどうじゃ。

くすというなわそれでよし

くでぬとし＼うなら庵か日子く

めく　につけてはただ、そぼおや＼ぬ

、■’‾、、一、∴∴、．・．・●、．ノ、

これは名文であるク簡潔にしてノ　闇をなしス丁晩があれ

これは漁　が馨し＼ためでもなければ馬絹新巻し、たのでもない。

筑寓風にし＼ちと窃タフの聾チャンが開き直ったか，チンピラめ常温史だ。

官本海軍聾や刀＼なりし項の寓で＼ある。朝鮮に観商膚とし＼う滝がある

ある士官了領　ッア佐世に来し、ヾ　と亀観をうった。
（荏せ塚）

これ臣ま現し＼患疎があり　ユーモアがあるク

る文を養こうと患ったセころでたやすく巻けるもので、ない．菟文で飯を食う

諌ごなし＼からそれもよかろう。しかし及より濾ノ構あ云＼恥と名文を敬取るのも

又察しいものである。無味乾煉なレポートしか書けぬのも又おもしろくなし、

きてゼ、ぅするかとなるとトレーニングとなものかもしれなし＼。

まず尊し、てみることである。費槽多啓な疋橋を嘗めすさびに。

竃は乾せノミ＼ゼし＼で歌もよんだ∴ましてや優秀なる藷署のことだ

森々は盈温魔神裾を芭形耽覇でもある。寧にの芝、んで舷でLも無静観ではあ

り丸まし＼。箔繁は四着㊥よすがともなりうる。

そこでその－一つ⑦方法として裸のことを濃束しそみたいと習う。

鞠笥ジマ鵬ナ）し又はサンデーー遠望畏夜の観閲鶉を買っこいつも余白に艶事

に対すゐ包芭の反靂致託してし＼くことで潜る〇　四藩が、バラエティ　に雷んやい

るし鋸造そなく反義だかわ沈毅蘭議撃で溌しくもあるサ

しカ＼し余凋まない官が潔し＼。幸恵に速べもどころに上観の名立もたまに

甘あらわ軋．ようというものだ㌦

もう馴つ。たまにはケチエイゾの能率も著し、てもらし、たい。犬げ三にい

うと金津に河か蚤けと曹隠された。今芝ぞ象りチコ二インにはたいしたこと底

一一廿一



著し＼てあっとことがなしヽ9豪心してもらって鰭最ノ　卿質感に沢等刀＼ら爵マ七

夜賭してもらし＼とし＼ク　それでこそ顔ズクを釆め奄ための凍鶉Yして一′チェイ

ンケ且患義あ屯と思うわだが、（それ以外に何もなし＼刃＼らな喪1賢）

〆切q

「賓蚤すむ喜びがし＼かに六きし＼ものそあるか、は　息が下手な∴7八／－「、望こリ

ザに吹き醜けていをカでわかると漂います。私は養蚕する喜びを寺でに小学

産の境から知っています、というとTい合音衆教育を′卜きい項から受けたよ

∫　■　■　・　　　　　．　　一・　　　　　　　・・●　　　　　　一　　　　　　　　　一

をたたいたので寸。そレこ象れがあの音衆望詰ったきっかけなめで＼す8

車蛍をとなって7、＼ラスベンドに入り日＼ランペットをえ箆軋　フラノりネ＼ソトを

1堅固嫉ききしとぅ　この癖に礫登をす毎二乙だけが壌葵妓好を添わろくかだど

篭ってほとんど患乱数落後に鷺休みも冬休み＿も遍竃繁簡しました、そして

●　　一一　　　　　、－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　‥

ヽ　　　－　　　　　　　●一　，　一　一●　　　　　　一　　　　　一■　　　　　　　一　一

し＼かも短丸ま旦ん容㌧一一－－）ただ鰊筍寸もこと自体に喜びを象し＼なしてし＼たの

で＼すゥ慈覚に入ってすぐに患壕の渡っていたフルートを腐りて＼フレート蟹感

めました。媚め11乳弘よりえ隼上に谷島頚骨牒ブ）レーテイストたこなってし＼鳥

人が昆凝＿していて私に憲嵐的な撃をここ敏鼠こくれ蓋しで：か　こ乏しこ宅狩定隻裾、

払はそれを寛薇七して兎蟹でフルートな鰊留しました∴　－澤肇の十二好刀＼毒

鬼はフルートの亀鑑の軒へ行くようになり急したが糸の卒草間の硬筍は尽く

巻く留金だけでしたのにもかかわらずその虫救急にあたる塞後閑なニヒな習

ってし＼たおかげで畝しこまちかこって∴ミし＼ませんでした。糸息ブルートを吹く

といろ成婚触なことと試簿に音楽を覇費すると竜うこど変遷親し乙います¢

好漁一つの音紫を嵐貌するためには多くの凍覇－が）法認なめですが′頒東だけ

め靡智を幾持ても毒薬を最愛する蕃伊を静じ＼なければ竜塵は生き乙東なし＼ヒ

愚います〕嵐は奮きんも卿存知のエ封こきわめて魚が萄いのせ人の蘭て予現勢

一陣－

！
・
－
1
．
－
r
l
－
■
L
　
－
．
、
　
i
．
　
▲
　
†
．
．
F
．
　
　
　
　
■
　
　
　
▲
．
．
●
．

■

‥

　

日

．

、

ノ

ノ

　

∵

－

・

・

・

∴

　

′

　

∵

一

∴

「

．

ト

∵

∴

　

㌧

　

∵

　

二

．

．

．

∴

　

∵



静

ニIj

小学

生よ

幸二敬

ト髪

だピ

ア

産七

分そ

丁二　∴・・

計臆

し＼為

笠滞仁

一？＼t∴

．車こ■、

な萄

吹く

す8

－だけ

し＼「二

ト賽葵

写るときとどうしてもきし＼てし＼各人を尊敬してしまうのぞす9　等し私か＼きしヽ

てし＼る人乏患観せずに療登の蕗芝電じような尊びに毎分をまか＼し至る±とが

さき献ノぼひし＼夏日二叉思し＼墓す、私法ブ）し－卜を塵めてかわ今にし＼たるまで

少し否もう葺くなるようにJ　少しでも竜衆を果皮巻き毛よそ目ニ￥，たえず考

えて誉ました。

二一●‥●＼′∴こ：こ．こ・・．・・・∴十・、．‥一二‥こ：・．十・∵、・・　　・●＼、・∴

一　、、　●　．・．・：－　‥j　：　一・ヾ二．・、二　　一　・、・・・・．∴

「∫0西も煎りやがってひ、どし＼竜驚篭かゼ「とな勿⊥なんて愚／つている人があ

ると思うのどがそうし＼う大喪には今ここや賓濠に「どうも守丸ませんでした」

と嘗おう。莱常、寒し＼車をわざわざ亀倭雷，バス代を放し＼おまけに入濁料ま

で払ってき蔓に克てもらってし＼為のと十・一一一　と蔑うど申し扱けなくなってく

る。しかし應いてもらうとし＼う惹味では徽町二申し敦けなし＼詰菜であったか

も知れな㌧＼虹我々の芳一ナストラの郭嚢にとりそ、（かくYもあにとって）

苑臼の濁葵会は禰恵薮なもの智あった々勃々はアマチュアをあって音味な奉

紫どLZL＼なし＼。膏いかえれば蟄寒を本葉Yしてやつこ好くだけの才能を聴

ってし＼ないことを褒習⊥しているゥ戒、衛蘭iニメンノヾ－の一人一人生乳孔ば又各

奏の皮膚七患う息で才一ナストラ金庫狂風こも幼兼なものであることは呑め

なし、それなら何故海象金を固いて聴衆の蘭であえて濁賓するのかセ言うこと

が裾海になって末るワ　ニとわ／つて∴おくが尭々ぼやむ変えず入瘍風めようなも

の髪預った￥蔦うことであるゥ　郡ら別途蟹樽る二王を司郎として入嬢泉を取

ったので、はないのでゝ萄亀。

窺貴会を写る唱和主席かと怒らことになる。覇草食をするために各色奴煮る

だけの肇カをして及厨の覇上をはかるク　頚葵金髪することが勃々に政府生

みがくことお魚啓するめそ、ある。その鰐果大息り小なり及東同上と竃ろこと

が濁葵食の後に残るのであお。我々は革素から各包壌贅の凍衛が尚エするこ

と髪望んでし＼る。鶴．って漁桁毎上の漸二演奏各を固くことが生ず上げられるユ

兼々のオ仰ぎストラの萄賽愛顧雪に煮る八度は厨も私選の涜賽㌘きく義務は

ないのぼっ　だ姓払塵はでき毎だけ多くこの人ヒきし＼こもあいたい。たして垂い

てもらうために｝　少しでも⊥い穣寮監芭詣してし、奄吟やある¢

一一一l卜



襲滝の土
．梢　宅　省　吾

五大等添tHAINクの前身「あたご」が虫されている帝ノ琴凝固弘と葛う

簿や比ら諌温め番卒をしてL＼た。それかわ療胃がたつにつれて我々の牽く瘍

碑を漫く　旦つ草野にわ生る蔵になった。そら1ノて写ち取って嘉たやいかあま

Ij靡味を引かなかった雇受給な苛迄亀鑑￥数えら肛急．銀になったヴ　それにし

ても比のⅧ五年紆姦り東リは竜LL＼。嘉マ¢散歩の葡領であった「諒象山麓

の北山彩がすくすくとのび、∴薮の花こぼれ質渡仏の層い作モ慧ま」ニ盛こられて

いた⊥東電ヒは高速嵐潜が直り、観光ノヾス』や轟きも至らず最翠銘々の鼠か商

う軒ではなくなった。これ故我々やしばしば迷し＼込む軒は御璽に対審の商の

五線．の濃水泡欝である。比和こぼ芝だ人に知られ染ノト光があー上　本になれば

、酵感の迫ノミヾゆ戯象られ谷の筒し＼成人に知られぬ尼寺がかつそりと立ち、激流

は欝かな竜を立ててし＼亀。

この磯の音に葛の人々は敢把を購えたのがぬめ地を咤滝Y嘗い，歎冬の敦

管しこえ入電っゝ外に寒々＼れけれ業は藻や鳴魔の吊

〔竃符号去帰▲心象寒）森教

わる冬の日払は落葉した明るい東の血を下りて煮た。こうしていつもの等

ながら等し＼嘗兜の車に出た。沈めか蚤に盲し＼蜜の鯨を見出した。めゝこれが

有名な尾形乾山の鳴竜の鷺鮪なのかせ享酎二哲奄尾形充味一野山芙舞のあの果

しし＼圃暴悪比の窯でリ魚かれとのかど、緩い冬の哲を畜びながら嘗石に曙夜下

してあの後考の各種ケンランたる罵田川の皿め駐蔑亀や，月番の茶戚Lの姥の亀

を恩出してし＼た。去るにしのひず為作を入れて庚、いと洛巻の蔵樗（哀しい石

窟窟）や窯の登産を患って滞って凍た．

比の辺の息後光断言他項的には美しい凍丈電卓膚の上に額い粟土沢韓虜し

て虫未た敏感な永訊叢より拭っているや　雨に洗われて亀虫した逢引よ鮮やか

な寵し＼色の線が夷しし＼寒鷹を現し＼て養いっれていもっ　この水成巻の領し＼訝伐は

軒増長嘉と言われ比の喀轟の山で取れねのが寮義絶宗となtj古くから刀剣や

執刀ヒ倹軍されてし＼ためである。今でも軒やで礫磁蔓れ短蔵匿を應ち滞って

我々はバ＼刀など愛YL＼そし＼為。

患改十二諷利行の山轟各直隠会にも′鹿城見の嘩轟島尾に覆す竃砥石は東

wl6－

†

司
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嘗う

ちく虜

、あま

Lにし

∴

）rL‾て

∴1日司

〉商の

、、／・．＝・、

激流

成東

Tな也額解し′ノ　とありやせ玖末本阿弥家の同いたかは専ら比の鶴亀凋路肩で

れつ‘た．

凝迫琵んだ水で、裔再発太部の「智啓子秒そり後」と言う希え象にノ席腰

と鳴海と害う軒があるゥ　これを引岡すると′・盲黄金嵐は京都の喝滝豪が【簡

よし＼¢合格と嘗うのは綾上亀と葛ろのそ、これが（木酢確のノ　ミや小刀）の

甥疎を渓鼠するか仏者からヌ露石で、はそれを－菅大力＝こする。合格は食蘭粁々

にぬるがどうも噴魔窟に虎がものはなし＼′′

比の露にして葛村先太覇は鳶顛Jの′卜刀と鳴麓の産石堂籍って空襲にすべてを

失ってもこれだけは層寛恕コず’蕗ち歩き主ヒ粟の山東に竜虎しながら洛登書き

、零落芋の面影を刻んでし、て，これが十幻竃湖畔の條となってし＼砲のかも知

れない。

沈め虜に鳴滝の土で嘗くま1㌦たる亀の厳マを愚うにつけても′　覇じ都の面

兆の花乃＼ら育って府く冬草か挙寮生に車券ヵ＼わん奉を祈る。

※乾山とは都の廃止、閣らし＼泡の兜にある山という意，

誉砲∵語
3回生　／松　下　嚢　智　子

泉しいロマンナ＼ソフな鎧竜で、法あり慧せん。亀のお墓しふうと雇うのは

私の実際に有礼た額LL＼観轟な卿哲です。

礪け亨近く、それ∈よ察し＼考＼のあも呂の二七、ある友蕗が山にでも馨ろち

かと壬そし＼にやつて家賃した。→一席に出かけた富な引こし＼つか一人イ二な

っていました手　絡いけ紗しい頂にカ＼かしつてし、ました∴　ディス∴ニーうこノド

に象られる床は藩魔の軌二束ていました。鼠ヒことのある人々が藩魔セ

なって、鬼をおがやかし墟めましたク　ほんとの落魔でなく，鬼虻か烏か

かの腰腰に　いい　めててPろうどでも竜うように。

し、つのまにわ＼　希い藁の′ミ＼らにをますして　7　ケ習位のかわい工蘇ン坊虻

だし＼て／八の小こな与礫髪象れこ逸官にくれて立っておりきしと。

それは鼠の孝峡でしたぅ

その軽罪には、或るE‖ニ怯まれ仁子欲は應そなけ拙ごなりないとし＼う、

きつい定のがあり孟したっ息はその永ン野望．唸てるてこ砿‖二束てし＼にのそ、

した。よく免れば、謂のす、っと葱の方にノトさく沢山の蘇ン坊が∴落し＼て

し、孟寸。はる月＼かなたなのにはっきりと見えるんです9　沢山の人が患ン

」‾ト



プ方を鹿てに来ています〃　みんな悲しげt二、竃分のどいてし＼呑気ンつ才と、

深い肴に薄′jヾ廊ソカ‖ニ∈巨をモ）つしこはためらってし＼ます仁私のだし、てい

呑気ソ坊は落把に隈きってし＼孟丁。令のうらにそつとすててしまえばと、

愚うんそす刀ヾなかなかすてられ烹せんさ　そヱば材カ＼むご吾か＼な、ちよう

で私が中骨蜜の猥そした）息のし＼とこが包改宗で、亡くなり、鼻と礎だ革

まそお黎式にし＼ってとと芝のことです。私よりげっ草上の蘇生ちゃんの死

顔に席nしたときのわの碑聾な、美しし＼，揮いどもし＼えなし＼あどけなし＼わめ

雰暦象が之二にはありました。無心の喬ン戊を毘てし＼るといよいよ籍て

ら仇なくなってきま丁っ　そこへ二人の禾帝がやって至宝した々　漁ン材を

つれて。その人々ばひじユう　に棄兼拝に添ン釘こし＼ろんな品膠髪つけて

－　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　●

か∵　七二三エ／1そし、翫払は常至苦しにV　そ凋人々息苦し＼よしと。環境だか

えこそ紅　あそこ工卜鉦のように泳いでいるで忘なし＼カ＼とラ　な射篭ど＼、

兼彗hニ大きくなった手嘆も褒ハごに永～〉＼そい三した。そ畑こすくいな乳哀

しとのか、又何か定めめれ亡ぶ至乙にあさりのがつし＼たわか、し＼つ刃＼私

■　　、－　●　●●　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

二二よう刀＼、∴．て＼も生れはぞ＼きません召、したマ　そ＝烹そ、いってもや1ぱ

t」あ竺入れ目ん／ないどちら亡．連れてし＼る女か芋ミニ言義手々、し＼ろんな

王の髪、買いにやり空し亡Jあららこ＼、もこちらでも凍てていま了上

嬉し礼の車にっ　熱、／坊、を最もと召なめす、て私を乾っのこいます。まと眩

り鳩めました。やがて手頃が帰ってきまiJた。大きな威髪もって、惑い

、一　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　●　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　■

し　－ノミに何かに甘り壷めて＼ましたゥ　爪生糸命∃二手をあわJ二てシ

そこでg覚めとのそ、すっ　誓経の都のノ＼簿宴でしたク帯びおきて、たゞむや

・　　、　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　∴

膏し＼がにい　さびし三笠革し寂が取りましたク　泉ン材を号て　ゝし＼な牒＼っ作

らせめてものなぐこめになったのにと認し＼ました。人間のエゴ．百合のエ

ゴをっよく昏じ＼壬せられな⊇けなくなり蓋し†二ゥ宵で＼す㍉　しか、しこれば何

か今の私のなやヌ上弦出してし＼亀．痕でもありましたゥ　そ、もこ拙よ何を憲旅す

るもの乃＼わかりませんクビなたか、啓の占し＼窒なヱ為す鮮めれ」ご＼どうぞ

お教え下さし＼。
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我が青森の詑

4巨は　産　額　治　夫

「こめ囁覧軋　宮tくま何を婦モカ＼ア」

二の簡閲の答は薙LL＼。たやす　賂えめれる席な内容の頃置ほ、はなし、。

薮も垣瑛な番を虫丁のに確聞が君＼ゝるノ息は務ま甘つLにせざるを婦克し＼∂

「この皿客間、軌まノ河‾賢しとろ＼7⊥

こちらの号が易く鷹が出て束そうだ。やったことをあげれば鼓し＼．

党争葉酸（この瘍各多少の象は間もない）、それから、テニス、額凍、寒、

アん」－ん／　喫煙、雷電会、チェイ㌧／　デイト・一一‥一一一あげ＼れぼきりがなし＼

宅をある。二の丸孝慣琴㈲こそ、忍が青春の花子あっと（この大略代的東署

ヒ笑わはいで表しリラ　親が、教もこれしぎ、ソシェな清総であっ紅白　これを葡

こ殊寛尊意も、丸が司藩の藷竜も必ずや、そう寓われるに逢し＼なし＼。

入覇の未東成から完成へと鑑すいていく鹿足が蕨も美しし、。乾漆罠れた葵は

ノだを廉拝し兼をつ豊放すク決してノ、二が吏紅になじんでいかないさ

穴学田賛同も林一　人間の黍吏侃7よ笹が更級へと淀でし＼ていく違程の1道草覇で

ある故にそこに香春力花と言わレめもゆえんがある。決して荒鉱を象でかけ

る櫨晋はなし＼，その太東添：を直々と寄添そ＼至るク　ー奪う土谷にでた烏もう寮頂

であわらがゥ

京都の町の散発もJeに洛わつきを与えてくれた露ば、どこをせいてもいつも

詞上l）の静けさを啓じ三世とっ　ガサガサどあわたゞしくそ，やとめに痕か争

∴　　　　　一・　　・・．　・・●・　　　一　　二　　　．●、　　　　　　　　　・

美しし、静かな鳥丸直り餌増子きだク　愚見通りは、盛のつきも墓で一歩、警たし＼気象

起こませ＿毛。

萌び「二のⅧ客隠　竃ば何を蚤たか告

つあノうら考えてみ毛に何を櫓たの－だろうか。単髄の牙から舞えてみる。

もどもと、「まあ、化学ぐもえゝな」と潜って入ってきたので＼あるから、は

っきりした慮な甘鷹は何もはカ＼ったぅ　覆し＼てあげるならば＼、化学附幾夜とし＼

蓋うか、化学ヒ対してある産直の巨億がつし＼とと苫らことはできる。

．19一一



即ち、以前よりは食ての或農生化学のめが抱をかけて象る康になったらしい

ということであ為。以前は「庵なんか祀琴寿とレこものになるのだろうか、

戴工つ同観象そり⊥と惑ってし＼たのが「二着もはかよっとする￥、俺も痛撃者の

一八として何とかやってし＼けるかも如けしん」Y逢う展になった。

としてみると、あも二郎軌終化乳料の車に四賢慮蕗て．寮監′薗奄これノ七と

希う。し＼やでも義でも，こうなっらまったという恕じがセねこともない。

阜習えば、むうちょっと凄像的な賛同もやっておけば蔑かっ控と寄りがゝ

革索は、敬老してそうで、なかったのだ幻、ら．これで寺平し直す」工）仕方がなし＼

。どうも）必要に追ら頼なくそは事が、っか虜凍レ分らしし＼。

丁竃は、後聾に屑を竃いたし＼か？」

利に嚢孔核心に細雄藩ことは．伺え嘗える柄じゃない。

まあ漂うならば、つまらんだろうが闇し、こくれふ

撃殺玖夕上　それもどうしてもせぬばならぬ更策、実験、の佗はなかべく痛撃

・、・　　　　　　　　．・　：・‥・．・　J．、

息も一　二可生の項、寮にし、て重合の大草受験時代の象勉義勇反敏か知らぬ

が，その放らっな軽蔑頻、Uにソ今夜こそきユ電子漆の本をス0ページ接読むんだ

」なんて儀く惑あがきをしたものだが、勿れはまビ生活の」士牙を知わなんで

ときろ¢　環境が丸空く及っそし＼毎のに、蘭の環環下で、の藍語語夜を薄ら込も〉

ちとT竜虎、菜鹿げ’たことはなし＼と掩った。そ孔以後⑦私の生活縁ノ政敵だっ

て二．

「為乱　撃女をを　のの　覆覆　っし＼てどう怒らか？」

出来緑£＼止めておし＼仁方が良いク　それが孟じのなものならば．

慈愛に甘の芋と追朗のなら蔽いy碑養rろため、甘庭かじ橋の少しは知ってお

－　．・　　　　．∴－．●　一、㌧・：‥、、・．　　∵　　　一　・一、・

、‘－．・－　　．　　　・・．　　　　　：■：　　　　　・．　・　　　　1

＼どこらが蜜塩亡は、／東リ」でも不可能が竣いのじゃなし＼か、こと悪蚤に甥＼けて

ほ∴曹砲的な愚見だが、按生ヒとって趣象はあくまで穿二次的なものにし刀＼

なり賭ないのかも知げしなし㌦
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rL1二ヽご

し＼。

、〕が、

ノNなし＼

く橘等

知らね

むれど

なんど

ら込も・

上目．ご　ノ

ってお

ば、、モ＿

切＼けて

にし男＼

野工鴎に入ってからJLう四年ぷ
4回生　山　名　　貞　夫

後豊壌‾若ヒ軒か－一言￥いうことごあるが鋸に穫そろ電ことをL＼えも各軍で

もなし＼ので以下らよし＼ヒ草葉に量って僕巧蕗竃を墟べてみる。毅箪笥竜に珂

裾野象努になれば、草￥＄うク

○革濱論、文

革療東験をしてみて偲めて大蛍生活が在寮したように整える，そしこ困め

研け空間淀にかか鼠た阜この卑論え直して大学生造血草間の寒菟らレ委こしの

とちょっぴり裔じも，半輪笑談そのものについて僕は「ポリ70の熊色Jが

千㌦マだったから把の4回壁に比べ僕唱姫常‡二薄ま乱ていたとし＼見る，聖女

としてちょっとやそっとでは味わえない褒漁岬できた。だから横にとって葦

嶺乗療群大挙生活の車で大きな淋定は巨塔ってし＼ることは否めなし、し・ま

とし＼わいわなこと勇ヾ学やた。サボリ産め隊が直濠ポリプ。ロにつし＼乙学び、とっ

た知磯は彗痕少し＼が、それで竜ああ階は衷寮に本宅＝二打ち込むととし＼うてこと

が大きな軋寒であった。いやし＼やにどらだわと丁を試験熱風こ勘と′ゞも二王

ぅできnLJ橡と、の髄草と確かヱぞ知戦が孝につき∴寮間ではあるがおよぼず

ながわ草間に打ち込むとし、う哲希が忍像そ、篭るような気が■した。大げ三にな

ったがとiこれ＼く琴塗で働る玖上や玖り本分たる学園するということに嬉々打

ち込むこし＼ろこYは絶対一にJ法蚤である，大草喧為の寮しこに痘がの呂めも渡

合は大きし＼が琴厨も来しみそれlニ乾びを詔え＿た潔しさを痛めうのが大草薮の

答で、あろうク　も小山つ竿諭衰通して藤げたことは妓覇章節という＝とそ、ある′

亮々戊この急激な束牽及軒の進歩にもつと違▼冒しなければなら従いフ　埠に我

々力繊線化孝和二は閣僚の希い高弁子持啓工第の窒直な発展．次々王達っ大

嵐毅な工藤とそれ月、わ覆れる新製藩の数々、各会神はこの激しし＼歌姫挙衆の

新二捏肌で蔓にしのぎ空けずって研風を範けているのであるっ　そして市来因

を′　方法か郵渡で盈項の大でL＼研究顔希膵兼つ会社が発展して行上　これか

らは少しで＼も研究に遅れ髪と／jq金辻は落伍してし＼かねばならない‘カ†ご。二

のよろな鱒扉，にめって尭乃ヾ繊線化琴単一も竜東野⑦研究に馨れない新レ三と天

至はスノア｝－）Lを鴇つ駅管に取り建言粟描＼ならぬ∴覇ら葦静聖も雄大なスケ一一

JL空希った紆しい軍鳶髪真糾．いす遺そ狩りはぼなわなし＼ブ　そして工学撃たる

も夏日まその吐翠が訝しい産業に首席役立つようなもので’なけ町ば＼ならなし＼〇

三の点霧が招裁鮭肱等風力単線肝束はまだ新しさ、スケー）しカ大きヱヒ欠ける

一二卜

ヽ



点火、争いように思えも。むろんこのことは本線老けにし＼えむことで・はないち、

あろうが、本線は章か香車か八頃か少くキ冷女が一つの大きな研究テ…マを

もらえそれ望沈毅観台封ヒ研究こせてもらえる。食止に入ればYjセー′ンカ

辟兎の希希　ずれの歳くれ．くわし、を樋冒やらこれものだわらから一　こんな督宙な

霧会はあきりなし＼は了である9本琴の姫路からしてももっとを泉と直度し績

相ヒて＼ゾチした、し＼やそれ以上に夜業寒よリー挙党んじた雄大な節冤を行ら

べ芝で、あもゥ　た　すす　ぼぼ孝　女重　合合　にに＼ケこ箱尊的な主痛にたこも有観桜

J支斬首となり社食に項恥で、きるのではなかから　か㍉　粍賢一しこめ〝Jと定でしリマ、4

閲覧か、升託しとよらに徴碓化学崩の広告柳眉の発奮と頑鶴が営まれらところ

で、あるか　竜いノスタリデノ‖二酔ってノトさな了見ご、小コな研究をしている韓君

∈＼はないの翌から．くりカウプJて／千丁レマセンゾ）

○友　達

大草涙緑もよ普た夜医王簗　乾ひ、あう察し之が矩常に天竺し、露そ、ある，天啓

に入ってかわ知　合った及そJ．そ声J叛粛かわの複で、亮この韓省に賓か説痔が

登れるふうは泉が∵するク　いちいちと蟻みわ多い賭男射二指を討って篭め出牒諭

葦を旛っことぽこめ上狛ノ＼幸せであるユ　ニカ鳴る宅で＼jノオで、もよし＼7」く環ぎ∴、撃

璧・からせ長屋はと、うん頒定化して匁人に衆最すら篭傾檻がある。ころなる、た

どりもし＼けなし＼，岬を顔髪つ葦合せなけよもミごな「。振城とこんな＝ニ羊ノ　かり東

食っ乙は至感．現で、ぬる。今のちらに／やもこぞが茨山めもク‖ニ草薮っ乙からで

きるこてをそよ、ノなに軍くしなくてもよ乃＼わうぅ　横はそんなことに凡食髪礫ら

気にはどうこしなれなし＼（ノヾナンコに谷を棲1ても）．高森革濱勘二各埠車力爆

●　　　、　　　　　　　－　　　　■　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　●

互いJといろ富来は免乍ら頂く　十つ　二′．もっ￥も守ろうkLはく一7うノ僕たど

，亮一蓋然サ鹿に慮草にこれなか／パ二か王茶目㌦匁～　て、も駄本良計櫨山号が牒庵Å

リ人数が考し、、から一堂繋嬢にブJ至Ij功　あるわ「、ざれ＼仏軍まも通草†宝なかろうど

た乃＼をくくっていもも　しかしとi－躍らす庭七二藷　淀′汀の且こめ上なく姦しい。

篭するでけなあそんなに金Jノかからぬかわ人し＼iこす／ヾきそある。車庫の琴瞳

はどらも甘収ま篭夏てるのな容れ軋亡霊したし＼と思っている矛鷹のかr二言リ

1　　　　＿．　　　　　　■　　　　．・・・こ・・・・・・－；二　　■′－　∴　　　　　　・、

てい量目ニ漫いなし＼ことはその罠の文献や礪らかであるり・どんどん寄しかけぞ

変額の人を頭に躇し＼ておくヾ巷やあるぅ（モテ文才トコノつウノ＼プラ㍉＼γペ

＼ノモ＿lJ）

○下宿生活

贋宣L5畢生から下宿した，それまで犬1晩から通っていたが後項攻略博の温
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H園な

窒レ蹄

三つ行う

き一飯な

ぞ、4一

二二・′．

‖培轟

大智

哀痛が

氏来る

美昌、撃

ユ　ニ、二．一、二二

リ、ら庸

一＼・．了予

定礫ろ

十∴）i）一㌢

∴■、し、・■・

贅など、

、　●

ノ．．、二・、二

L L、¢

カ琴生

じ怠り

ど篭＼つ

1＼けてご

ノ＼γづ

図の温

琴萄一回が椅しくこまた確張、蘇箇拍ヾなくて斥ヒLL＼ことこの上なかつTこか吟であ

毎。下宿聖してみると緩晩塔同も貴くなbぬし掟し三も変らなかった少　しか

レその節熟慮む、の鋒堀が痛感してし＼モゥ“盤びりは横に七って成増び〟でめる。

だから礫は常に急く琴がよく等イセ寒行してし＼る．環ばぬめ‖まノモカだとし＼ろ

カがこ横の膚条だ中込等げでも荷でもなし＼津なる修貴に7含め罫険勉患はげ弓♪

J・．・t、一　一・、　　　　　　　．．　・　・’・－　　　．　．、　　・．・●　∴　●・．．　・■

柴三、えナ翠の間食が舞ナていにた、めレカない胃東のやりく　り，めしのまず

三と不満粗藤、めつとに冤が筍かぬ切ぐその気が向いと麻にしガ＼稀漁をしなし＼

常温、枕領客土もなれば鰭東鶉？蹄骨媚まわぬ珪浩、ビ刀、らむきぼれ毎朝窪，

このようにすべてが気慧ま塩生清かか帰一もものは薙軌二多い、塔藍の閲には

嚢か下宿生藩はやっと官が顎かろう。（カネハナプトモヒマハデ考JLヨ）

〇京都に互幣蘭学がて

真説は礫にとって寓に寄席の壊し＼所て十めったゥ　巧んひ、町とした啓常泉，竃

〉＼家宣に館のふ、夜か可東町，散歩、観象、産雷＼．鷹取1）すべてに牽した場

享年やあるク　モも京都は等取ってから嬢む韓やある巨やはり苦し＼酷は東京か大

領で剰激を受け憐いここ右払戻合に蔓って射ぎけて　しき上　空のせいやぼけた

カか嬢もこのJ　隼濯ずいぶ、んむだに路細を厳しヱきたゥ　まつ‖二九健天の瑚し

友軍澤の大学生護の藩遠望しっかり渾じあ間もなくキ桑しそうそあるJJ号等一

ンコ，マーごマン．緩晩、軟頑などに云＼けってし、豪醇ぐは圧し＼のだが‥1▼

（「りカッ与や申し丁ドて叉ラしブイ。」トイウトコロ刀．）

循

扱っためきのうも二払髪

も喫茶産に抒び出して

し＼つ　の、

甘は悩至と威し、しかなし＼から

慮いにィ，し＼　だってノ

じゃ努はどうなのどいつとら

輯茎と痛いは敷宰最ぞ

・・．　　　．．・‥－、●∴

：、●．・・、・　　●・．∴・．一

琶し＼ものはγ£し＼、せってっ

親しし＼から私と寓したし＼くせに、

破ったら奉空目二疲っき。

ー23－
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’r意 義”㌦ニのす離しい畜生野郎．／

4画室　早　川　克　彦

し＼とって胃薮の文句だが，この互草間ず、い分．いろいろな奪があっと。

テスト・実験・デモ一・山・コンパ・竜顔詫経展，むをし，そして、それはそれなし＝二，

寂しかつとし、働蔵王なったし、ためになった。（肇そあろう）

この凝l二審空也して禾て詔じる宰ぎょ〝それがと、うしたのだこノとし＼わ威のし、

やな∴　カ恒つぞっと寸も言葉である。食ての行専・隆験は】それが終って刀＼ら

ここ竺以内に、その影響が必ず覆われて東なくてばなめないものではない。

苫ずら、遮こい将束に雷／狛二．それが有奮義であって三とし＼ろ、動感かミ＼泉われて泉

見　てもよし、。－護摩．醸したもの忘、本人が壕む、誓言ないこかかわわ、ず，

お八が知わぬ閂に．かてい）の笈勘を萎えもものだむ　こんな守は、ここ㍗惑ベ

．　・　・．　　　　　　　　　　　　　　一　・一　二．　・

のてら　十と窺ずる尊慮、｛ン「乙ンスて＼あもプ　もし法／ヾ為とすれば，それは、

これから乾、種整い後こなって実存としてあ畑まいい経験だノノた￥啓ひる路

．　　．　．．　　‾・　．・　　　　　　　　　　　　　・　．く＼

’　　　・・－　　　　‥－　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　一・　．

知っているからとカ＼、包′弁理、それなき、だやって孝がなし＼から＼また乏れ遥々＼

た去り篠葉に蘭白し＼カ＼わYL＼ち壕各区醸し、てば，遺産－ノ　誠わかに百合に頭骨る締

必新患かああ　かかざ　月＼とし＼ち孝ごあらっ　そ音も以外め伺廟で、おなし、っ

・・、　　　　　　　　、・　・・　　　　・一　・　；

史話でひあってきた、藻草を造べたて、歎膏と小説の1メWジ寺ことりつ刃＼れ

態富木㌦嘗塩も教諭計拭えーだて、一貫像に〝噴き肌だ＼れ蔑免が、笹でって東ためだ

息ア〟となる尊慮，くだらぬことはなし＼ク意義がなし、とい1夏日まころいろ藩

をし＼うめで、潜ろう〃風蓮華煮予定者をほじれ　それ以外の人も′　かく七も

登②人は、う撃の、ムードと軍でチ7し－∴符＼にとらわれも牽なく）シ、ノブだ

とかデリケートだとか，輝やかしし＼青春だYか∴粛啓約だYか、音大の宵だ

とカ＼の守り二にならげ、もっと横着な、ゴウマンな、国東し＼′′ものりにこな）

たし、二しのであるq息は、スピ＼ソ＼ソやココ才一よりも蔵の亨にあこがれるら

ー24－
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l一、－

l－　J

なり　に，

彗の白
4回を　名　取　兼　信

之ヨ冒蜃β＼わ京都は雪に鼠象れた。強風をまじえたほ＼；二ん蜜がはもヂしく簡

りしきり、邑包み㊨あたりは嶺掌翠と托したゥ　そめ夜雪にろまった協を歩き

ししこも

、ノブだ

の骨だ

になり

、　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　■　　　　　　　　　一一　　　　　一

産めば都竣成鼓くし、っヒムの召、柵胃／β。間の寮費を希えれ磨令では何をで＼言

7プんぐめる。しかし短のて托凝ら巧の当らないがらんとした十尊の部屋二入

った路は夜寒としたものである。蕊．貿将、まぞ激しし＼ホームシ、ソフにオ＼ゝ　り、

屠選科食きとられる産の芋鰍を著し＼たりした，そのらちに環享が合ってく　る

こつれ金鉛が盤禾て盤が夢色養え放した，まだ衝が不寮内のたりもっぱら寮

－25－



て澄んだ。韓贋に強まりトランプ9、番、豪産と乾浸した。最初宣．ジモノ脛完済

のそ歓で作っ丁こリしたもめだゥ勉最の笥こん葡■詔まではまだ葛葡冒二度蔑こ畿

てノW吊ノそろってし＼た亦∴　橡顛頃からだんだん貴簡冒之が消えて－＼てモ＆

とし＼「よ　は沌金があらわれてきたのかこ知れなし＼。ボこの事に零して芸勢

力＼ら患えばこの瞥ノ政は著諾いむか艶無し＼とし＼う乳席が少なからす＼あっとためと

もし＼え為し、一方で又二の琴兼丁のおとなしい威風とかネームペリエーか急茎

と外相かいちもやもやした気分に無電勃1ニ東海疎に夜流してし＼たらノ＿㍉　一二

頬チェイン等ヒ草生の至論金敷敏や娃愈監敏につし＼て㌦－登史が敦丈空とごJ

ていあのを罷むにつけ綬ら必毎命なりに蠍率を凍っかリ凝、んでいも誓言票差

孝勢にrL、してこの頃の百分を腰足りなく思う¢　二回生にもなると夜乞考二扇

げ出しはじめた少漕豆飲む尊を覚え煙草をすし＼音条項茶寮に入りびたちょろ

になった，ガ㌧んブレンドを智槽．したりうわ呼んだリしたのもこの環雪雲　詔

ぞしげ＼払バ柵に竜をィつつこんそ、ボラれとリパチンコでスラ産もたりしてご恕塑

篠か＼セた；二の項には手紙は庵を怒れの覇だけとなるク　象にめってiニきて登

頂廃しヒtj部屋の楓の廃液をがら硯って通路としセリ鼠森も刺激セスノ　㌦吏

し粟めて点／で療け裏」ノた。濃も凄く鑑んだ蹄寮ぞある。三回生に入ると革幾

のγ＝めと蚤円実居で偲碑も増えてだんだん婆／敬に覆る路閲が夜くなり≡）二

万もあきてきとのか確り麗しためか比叡二的おとなしくなっている。人ノ　二妻

観と席末／、、の讐軽めがあっとのかもしれ狛♪仁辺りを晃宮守賞っ芝が二㌢ノ

ていも？そこ予審短針二‡J竃ぶ蕗は喪で勉毅は下鳥でとし＼ちぢ志望と十ノ、一㌔三

尊も現われた¢　そしてス哲儲‖二も泰弘よ彼らの束語を歓迎したのち＼あそ∴

．・　　　、・一　　　・．・．　・二・・一　　・・、・　　　　　こ・　チト●一

一　　　　　　　　　　　　●●　　　　－　　　　　、■－　　ヽ　　　　　●●　　　　　－　‾－

も，常の嘉に忘遍く蚤象山かさかすれそいて夜には覆宅翠と呼が膏し＼尤∴蔓慧　実

れる。芋凱こかケやぶの闇に酢巴寺の鼠頗誹で払えるウ　ニの奇の風よ常二三陪薫

＿　一　　　　一一■．　　　　　　　　　＝　　・　・　　　ゝ　一　　　　・　　一　　　　●　ニ　ー

ってくるのそ、姥のもめは篭れZ L＼竜。寒の空はいっも橋場釘で充し＼。宕ニー〟こ

．
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一

上

1

胃夜の丙を陳らしながわし＼つも未だ渡もやらぬ人確がいわんだなあご㌢フ二も亜・

払劇は見な－）、。ア二乗禽心力＼なし＼れ＼わっ　知Jのてノ＼繋した頂に二は　摘ま∴二　で悔

っていと。衷門にはノ＼豪凝凍咲き登の中泉には心慮が五日贋まや醸し＼ニー∴て

色々の産額の産がめる，3号抑壬天啓だと壌し、たものだ，鳳に名こし箪′二転花

が中泉㊥喬木につく。昨年の台風で大木の糀となったたの冴主に三で∴三上東

蚊が脅し＼。jXは恩慨に席が賽も。慮くまや木にづし＼てし＼るのを軋ると表）曳姦

しし＼9　冬は南天が色グし＼てごん†川と）やえるク　ただでさえ澄渡昏趣きここ醒

一三5－・

＿＿＿＿〝遽

部選に嵐沈

ぬ至で夕食

って釈えて

こんな簡

ノ海はない。

泊人見知り

鼠しくなIj

敏も参∴和し

経殊にもな

た生活か山

か㌢郵二つ

ふく、腰ノ）の

寮は大丸末

それは、

＼・●－　▲・・

猷しく旛鼓

二島騰らの

大きな太ノ趨

丸ペニヒ羊こな

と各はない

きれたエう

その酪若い

礫はそれ透

から糞⊥の」温

室二かけ啓っ

艮控ってな

の努し＼に“

んぽんな亀



■」叫与

部選に温めに附す日が顔に暴くなるまで布田の中にし＼るようになる。率厳粛

ぬきぞ夕食と良禽登凝る9　食堂藩か木像則なた切でうしてもやせるっ　象に滞

／）て㌍えて来て喪冬やせる事をくり濠すらだ。

こんな寮生滝ぐはめったが・滝岬跡竜巻を衆し乱大祭温溝を蔵きつレたど後

海はない。何よ－）も聞け隻の飯汝食った艶麗損や閲を痕た尊が感一しい．氏家

的人乳短リサる首だったボ・、これらの寮の友人を過してこ風の塵車ともすく、、

鼠しくなり，他の泉▼の八も下観象もエ晩生も知るように代ったク　スウラフ、、詰

敏も参和し後々の行事にもよく引っぱ　致されたりしてよし、屡し＼虫窒樽、又

経線にもなった。絶入の鋭敏食うというたしゝ太げさかもしれないがこらし＼つ

た生活か汀象か裾か下かわ温々と項って入営史論を養った達磨とは漫った何

かを葛につけてこれかわの社食での生活に鱒立っものと電車LZL＼る・旺輿

よく黍勺のだ堺、牛乳後河鹿にあってもらふっと大きな雨につけ鼠につけ、

寮は大丈気力＼なめと－巴轟もするように射j芝うな気がしてならなし＼。

わりすで証・ら弓トぬl・事・

4匡ほ　永　田　文　夫

それは、高波三琴の修学鼠符車の肇そあった。多鼻別府だっT二と畏ろがl

養渡借より討　て僕）は、ミ鳥人一一鱒になって、竃亨の夷LL＼藩の方を見て

猷しく旛致し筏から碁、し＼てし＼た。ふと、掃一力泉なしに昆窟二軍を云Pもと　そ

二島礫らの努いてし＼る速よりすっと班ノJでし、て，そこでノ人の宥し＼繚天工が、

大き抜太線で漆の二転かある簡略左耳払つけていた。それ梢賓の弓に入／つく　7

妙とたたなし＼らしに、何と鼠琶J二JTらつけていたズ直の衆。が「写ぼっ⊥ど凝げ

と各はない甥＼り　旗は李までの粍澱の凄さLL＼嵐虎、主あり、その焉い絶大1のめ

誉れヒエうな呵慮け磯を乾て、綴珂鮎二「げらげら⊥突い恕してしまったも

婆の蕗若い姶大工の級は、㌦轟紅覇LJを力て菅で、ゎに⊥うに奪われた。

礫はそれを覚て烹打だ、らしなく策ノつてし＼たク　をの頑　丈永　二は礫を槻し　そ釦．

から乳の放けと大嘘の禰宜凍って礫めの挙し、てし、亀鑑に浸すお漁獲悠神官敦

にかけ認り乙蕃たでは牒L＼か、亮舞妓この時尿び〕くiHノヒ華は、今までに一一

夜陰ってな刀＼ったp　こちらと句っそ来るその顔には救気が為った。膜はその

ゐ勢し＼に仙琶卑ひる款、乞乱から本項も酌に前方ヒ向って並が出した。交通のひ

んぽんな亀車漁りも、藩諷せずに壁1ゲ’た程であった。牽厚にjJその壕はうま

一一〇7－



ぅ
　
　
、
凄
1
竃
．
甥
シ
j
　
…

為
管
r
乳
値
札
騰
－
奮

く冴リ戦けた。後に芝の蒔一一哲に歩いてし＼た反蓮にあって覇いて象ると．

その鰭大工は、彼らに礫択どこへ行ったか太し＼本線．の三野をかるわせなボrニ暴

ぬてし、とそろだ。このような李があってⅥ＼ら，何等に言こし、ても轟音三二三二二才

・、・・・　　・・・　　∴・・・　・・　　　　．　　　・・・・・　・．　－

しかレ未だに貿椅きれずじまし＼であるゥ　これ払底魔によものだろう与

‾　　　　　　＿＿　　＿　　　　‾享

廷　猫絹本と大筒は条年　　　貢
蓄

』
1回を　車　　上　桑　三　軍

＿．‥‥．．．∴‥、ごゴ

克コがトラに行も怒

去琴の藩ノ　膏各各席わ　ら二二Lそら　ほほ　三三　左し／〕孟まjノ　入仏土ノ、二ノ二王

さノ「止ま上　長濡磯も－爛夜露　テレビも揮友芳断髪がなり手こて∴＋定石／二三」丁＿＿　ニ

そつそ直と、工　数五弦）賓威したヨだって二が　そそ　ヨケレレビ　デずたた五二号諒

畑了宣ノ　はっきり印象に発ってL＼ろノ　ウ1－【ンだとかでやつ∴－～ンプj′ノ㌻

ムだそうだ黙5）、＼二確学究綬み一㌦／Jで＼藩長石＼新二かと蓬つブ・

芸半旗もそ／つけもないバ＼三㌔窒二産む中音／ノいい盛が‾亀怨に登璃膏‾ろ〉　ここ

食紅丹」∴二才tで　寧登とい　やつ㌢息ど＼ニ蔓打二し′＼ろシ㌧ノ＿ハ＼1敢甘丁

ン「トン髪ム＼メソご＼、単一の生も箆】二薫り＼雲、記をつ′ノ込メノて＼容赦勃魚鳥言∵‾二〝二

′ギるのそ＼あるっ　そっリて圭いこソ＼し細工が繁∴〆　わ　しもゥ　様ボ薫、・カノ、、ノ　‾二三宣ニ

こぶど丁螢そあるゥ　符に甫葦も足を入れて鼠を蔑ろ　と守る樟　そ七㌧　二∴

イ＼か曇れそりし＼ニめきわめ1二しまうぅ　しかし視ず帯くわで＼叫一才↑∵スハノ

ミにるゥ　二∵っして志で㌦＼1ノ声二リガでか三貴かノ」た弓）、食／ナコ与たり卓、ノ〆

にプう＼一〃ノ仁り丁もこと髪く　かえしてゆく￥、そめ董言だんだ．－【ら二乏∴完

くら上　香登を弓になり、しまいにはうろうろ丁もばかりで）ノ＼ン　ニ　　ー　錘～よ

かノそ七日こながめてし＼るとし＼bふう＝ニなってしヨ日工．穏減へ〃たあ7〕7－∴嘉等鳥

をレて，もとのかやし＼い兼もノラネコのようになる。ネコがノベロ＿で二㌢蔓
証

かっ巴功であるr｝　ころあし＼を見て寮慈寒な亨がフルコ冊ルへ　のの　／言を星雲

飲んで＼し貰うりたちまちにして全軍アjLコールが経属し，ネコこしよ∴二二㌔至

一言－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

r
雲
凋
竃
磯
済

もちに毎、

恥こと外喝

こんと、t基

たしヽ誉お

二二の〕務

ころ。大

らか辞し＼

うにシこし

アナレコー【

～三、ネ二日

■■＼二二i　■■、

jLコー＿　ルT

こと息し　二

言いとしヽ

雪上）（ン

登褒め

ノ！．．・‾■1＼－、

考え三一じし

∈＼もアしく

でそこにノ

カモ＼ある／

ノ‾了：＿　こ．、・

■r’■＼・J■　－

ん人牒hH

とも還蒐l，

る。ノ〔着日

なるとし＼二

一、●　－

が作ってL

i．人、・ビ7．

が恵未なし

ることが＼て

因にもつ考
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もちにはノつてノ／トロ｝ぜこし吹きとは、したらしく、厳戒よ十すがかわってくる。

配観外闇もなく感憶チドリ鼠でサケのナ刀ナをとシマレニむめやある。

こんと＼且いくらミ／ユ＼ソシユ＼ソと露ビ、かし乙も勤泉もなくj兼はり十一と啓・つ

たし＼誉おし＼一冬づぎゃ＼払イつぎへと㌢＼ンドルをノミ＼んでサカ十㌢とし＼あげてゆく。

二二の瘍簡法、ヘベ跡丁目二なった男がイカかウニヴげでもっつし＼てし＼もとこ

ろに、与をベロりど麗しと泉コの藤堂やきっけたものを頭にらかべ机は、けっ

こうゥ　太トラになった盛がノトさし＼象をところで烹しこ革乱してくれる。とこ

ろが覇・し＼がきめてく　るともうだめであ怠り．モノユツとおどかされぞ又もとのよ

うに言／ユンとなってしまう。そこでまたまた夜なすかした頂きみ店からって

アノレコールミルクが嘉されも。YL＼うぐめし＼にして煎カくゆく七．しまいに

は、ネコはアルコール入りのミルプレ刀＼罷ひきなし竃し＼よ引こなる，そして

ひたてらアルコー）しいしプが満て凍るのな茸つようになっていってついにア

ルコールや蚤におらいってしまう。ノ＼ンドルノラ＼んご艶め甥れ髪たべ毛という

こさごはしむく　ノよ県　麗そべっこいて　ア）しコ＿ルミルクさえあれば愚げんが

志し＼とし、b鎧そろレし＼1、ラネコの顔がツ＼ソとこア＼ソ78そこなって、この驚蔽な守

一　　、　　　　　　　　　●－●　　一

亀鑑の蓋ゝならアノしコール息と、は莞むきもしなし＼不コをゝ　予の込んだ力う

クリやプル車にまで虚し＼やも盲二法，入閣も蚤なわのであるがノ　それバニしこも

一・　・■・・“一　・J、　・　、　　　　日・・・・．　・・・

薫＼もアル中になるこYなどになし＼そ十である。アル甲に急では毛‖こぼか仁志鳥

でそこに射二刀＼、議を空きがし、にまで渡し＼やる生活上め条韓がせまっている

めて＼ある月＼LJ澗望む至になって飲み虫しとらノ　革くその産重宝東っけこそ

・　　　、　　　　　●　．：二　　．

／イ⊂トハ聖＼に責しっ「二リ、‾アパ／1一∵山車竜こなったりすもとし＼1机封了らち

ん八倒の兼淵なそレて魔殊見場也である。上の策教は　そら番妖な璃各こし＼

とも虚麓の穏1の条正を濃こし簡素化した敏廟解条曾ミニかぎって恭／ノLもノJで＼あ

る。入部の環合成こんなに蘭単で、はないけγ．ど＼基経餌へったり勅勘セベたく

なるという息子は感と先なじで如上　洩り息は八両は轟肢から産庭にL＼七る

諷諷魔力髪もっ．てし＼毎こと、入部をとりまく条碑はほとんど寸べて人嘲誓舅

が作ってし＼る廃合、人間開展によっ一己もたらこ軋るものをあるということご

ある。だから大敵よ藤を模作することが永末為が．兼はそれを怒洩写奄こと

が裏表なし、ので、ある勺　しかし本空目ニ我々大敵よこの粛妻同属裕‖こけし＼べつ写

ることが、そ、篭るだろうか。人軌よその入閣竃易が働かし乙いる頁土．各と入間が

勘こもつ粂庫を太当に肇熟してL＼るだろうか。入閣をとりまく絶牌に夕卜簡恭

一ご9－－－
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捧二許無に喝レては我々はそ軋生乳令に温熱しそ甘いこよっこ£こ名目舅題め簿

束の芽和式希婆をもって象ることができる。しカ＼し｝たん八潮立食の吋の冨

認となると往．々にして人は入閣の替佐蘭認識艶力空浪秦しこしまうこYが孝

すぎるのぞはないだろうか。そして芝わめてせ苦し＼白倉のごく易のまわlJa

繁藤に「こよりすぎるのではないか．そんな嚢廃藩の私物を判断しこし＼畠と至

その人は、実験に曙二三れた感と同じくあわれな存在ごあちらさ　せ乏し＼賓客こ

し、うもの勇でビクリ狛二乗りのなし＼もの”ぐあるも、広東の実験で、唱らかでめるっ　と

こえば痛がもともとアルコール⑦熟し＼髪いやが毛のはし＼わば瀬牒葉蘭ご、あも

っとこちが痛がア山車になりかけたYき、プルコー｛ル入りの目しクしかの三

・　・、・．・∴．・、．　．．　こ’・　　　●　・∴十＿

して、後詔の蔑騒ぎ二某日†ゐ感の寅圏が′笑はネコ本乗り乗移で息なく人偏虻

つくり致したカうクリにこよっこし、りぼ、むリじいき乱丁二七のであることは我々

一　　　　　　㌧　　　　　・　－．・．－　、：　　・　一　一、　　　　　　－　　　　ニ

かやにおこう㌍藩じでナ　郡ら唐本の軍容Yしこ行徹しそし＼る功である。垂努

の頭の車におこったものだからすヾて百分のものやあむと整う宅‖ままちかい

そあること庶これでわかるのでは了よし＼だろう恥　入蘭のjt息の作り虫下衆痛

と大硲水和二もっ粂庫との碍麻は承級に澄雄であるということを礎勘二、互

々武官令、㊥芙藩の礼にしょって符領するとき，我々鑑真はその粂庫によって

にもされるニセ立礼とめもことに絶ならない、冬日嵩でほとんでの入射カ＼く

の如き伊藤の条ヰ虞にあまんじそし＼てきずいてきたr史がこれである。こ¢

入園やγ栗をこれ現後少しで主宰く　今までの埠をく　カ＼えヱない牙かこむ

号もかこは、すべての人か〈入園に与えられた飽和力行穫忍芙行するとし＼うこ

＼二二になおわそはない空ろち力＼。

ここ∴封やで寧

－30－

車草庵譲

のも‥　こ坑

あまり鳩

この∠エ牢韓

ユニしぎ．＿し

題うに嘗っ

京都の兼

塗、て、これ

あるバ直利

名石底

魚堅へ

も富窯

覚確が

・・‥・

その吉已零

し乱ビ叔

私立⊥て

この弘讐

菟星亨、

湊ここや

し＼わんな寒

空Y Lこす

暗璃■乃叢究

おもしろL＼

に本可意義

荷∴変電の乾

物カミ尉わか
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の踵賽向
4回生　三　宅　佳代子

中年女礼ヒし＼どっと嵐が㌦ゼ引こか大人か痺同入りを許これゐ演になった

のも～　この払琴㈲なら

あまり畷号とはし＼えなかった勅学に、太いに奨味をコをっ寒になっためも、

この払㌢韓だし

こまでまれ檻巌、の人々を壊乱に観貧し、人聞くなんとおもしろいものかと

落ちに誓ったのも、

京都の兼紅、仏軌凝濁尊皇洛て歩し＼にのも

冬て、これ、ニカ存牢固においてである。

める麗刊鮭で次の／線な瓢箪短歌んだことがあって∴

名石嵐ェ太かやせ÷草生で入管Lと蘇月＼b葦儀すなまこ∴

食督へし、／つても／人ばっちだレ男与草生ば讃＼リで、食事も虫禾ヂ′　ス㌦一言

も富鷺をかわてこともなくJ　何夜漁獲したいと思ったことか

覚蔵水軍く謀って、女lろくう三に常を虫しぬくと悪口空し＼われ，撃子ば召ゝ

i）の大草に着たことを後藤したこと七五．

その寵認髪蔑んで，私は何と、しあわでな学監塩島を迫ってし＼ること1卜と、

し乱ビ友と澤った。

私立してしまらこともなく，いつも庫覇に入れてもらって衆しく盛ごレた

この弘ざ聞

菟生零、私尊や吸肇の労音尊重、そして埠に覇艶め繁子尊を－，婆さんに息

主意ここでお先短いし＼たいと思うや

し＼プ〕し＼わのご観刀を心から巷ィ．でおりま‾す。

し、わんな皆のあっとこの年軍司を蘇れくくってく紅ももかよ、やぼも上　ノÅ回

生セしそ、すごした帝罷蚤と革壌ぞあも。

掛目　か運転姉をL＼＜題竜顔で、ポリプシロの萩竃をやらレこし＼たど芝、幾多の

おもしろL＼竃にも食い蓋しと。賓琴どいうものど、考翠ごし、うも診とが辟河

に不可應毒象なものかも、かい孟みました。

蹄発電の私宅髪鳩め、大勢の研修生溝と竃椋に藤一して、啓びとった冬あろう

物カミ析わかめ形そ糸のこ舟菜に対し＼て79ラスになゐにらがし＼はし＼Y思し＼ま・す9

－3ト



上　段
三∠ゝ

詞硝

岩　療　眉　庵

此頃の蓉女常子は猫も刺子も大食辻へと番望写る。勿繚それダニはそれな／

か擾境がある′方今大谷蕊に誌たし芳り二義L＼所が多クあるから冬あるJ併しヌ

患嵐へ入るど箋ろ晋は絶股㍉勿中か州つの聖きた嶺車になり下がもと篭り学で

あるJ叔十下がると害う憲実はミニ＼ど章二ふく質量と最新＝ノているゥ大会社÷

●一一一一一一●ヽ一一●－■

愛が、虫真エっている8名か競寮長≠定の既．塾に各鷹＼しなければなら鞄がそぎ‾＿

‥・・・・・二

三、との轟底肛葦毛力をきっこし＼るクモの閲に遼石分華乳も丁リノ＼って百恵葺

くキ貫二管射幸閥入りを終っ乃きめる。と車しこ是けこ兼毒し乙琶し＼かど車一

′二度γ、しんそらでなし＼。失族そ＼もしようものなら澄む至プレし＼軒数軋那くる二

・・．∴．●・・・一・・一一．・・・・・、、、・・・．

くÅ意気かある大丈夫の耐え魚芝野で＼わる揮㍉その討え寒空を耐えなくて三

大公是ぞは観声食′＼なし＼ク豊二七トニッ＼ノ海旨くもなき度、かわぐめる。大会ミニ

カ軍票は二〆）な奉予はいけなL＼￥磨り星口では渡合痛／＼ゐリド二三て∵と、う「二も∵二

線がないし、Jしいヴ管等、官本絶有り森泉時代臣£もつと面白し＼世界があって甘

締謂亀後金上のやノト優勢会社と宅うのがあったぅ軍笈で承繁力める嘗賃豪：

下で夜も蚤も合わぬ展にコ軍使′拗1＿るか∴そ⑦焉凱二肇。任して覿宜〕れ又やノ

がい勺ある面白し＼托筆が出来て∴才一ことえぼ蚤覆轍宅の帝人の東芝はその－′二

であろうJ今日では車小森虜もすっかりか了ん付しまつ‾そし＼じましし＼点だ′‾

が類い二二しいも左目三かじノ境界が衿わし＼。乞こそ、腎いき温尊敬の車の壕きた塩草にミ

リ下も度かなし＼がそのときにラーに心緒べき二とは造蜃上司同席逼座下凍ご

射雨L合いである．就中温容上司との蹄各である。観照ばは寓園Yか揮十号

いて号う薯を施軌二竜虎寸も。そこで屡々亙確上司と幼帝金不譲と言うラ重量二

が定もウ上司と竜うものが撃に草力く土と竜ろ以畑こ頭巌約に草閻閑にも兎軍

師二も大蔵離日二も部分師こも蘇金密封こも亀倉よりすぐ軋そし＼ると歌って言に

ぼどの中は熟字である。毒し賓属息上司にめぐり合った人はまことに幸萎こ

の上なし＼ノ＼であって、改めて官命の幸濫生殖に啓磯いす／ヾさである。併し菜責

にはその反対針瘍合が観る。そ裾は包命が軍令的に虫は鯨各解に上司よノす

ぐ軋て忘れは轟も慮延リ象い。二のY芝の鷹り頂が天罰である。穿一に葺き

一・∴三・一一

：・・・・、・

洗い姦し

岬ケ膝で

てノ驚るJ

．工丁二十一

七二本」召、も

凱こなっ

なく　して

兼一二〕ノて〆

1‘－∴．．ゝ■＿、■〇・

甘魅でブ0

㌦々乃＼・女

・ノ＿．〉　＿　‾＿＿‾：∴・

長文にむ

食へはい

つ封吉針

∃二．接され盲

‾寸∴二　＿・・∴‘

って及省

線な新にj

ンコ■　‾言

ノ土樽べ箋二

■こ　し一・∴

あるヮ　そ1

ようだ。

C H A

にJ呈覚れ

婁、、寛＿婁
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洗い忍しても軌ま少々東亨の照る瘍各で＼も潔くこれをお預けに丁も。これ孝

一ケ臆で、ある。裸に計分針組織の車の｝汝登になり下がった￥言う肇を攻め

て屠る。この亀織うこ鼠敵曇れ乙は三界に己きtの狂きる軒なしと観食するシ　こ

れ穿二守條ごあるゥ及薦農にお気ど演と束の薇点ついて回るもれだなどと珪

・．一、　　　　　　・∴　　一・∴　・・●・　’・

凱二なって君へてやることで、あるゥ　ネ及上司の蓑に逢わ∴　これと等うこと

なくしてし肇＼JJ敏1ノて大連なかわし鳩ザ　それの礼刀＼若手の裾東の上がる

兼1こjJてやる。これはミニごに恩命のことで、あも0播し政令のことと「ごねば

、　．　　－．　　－＿　一　・．、　　　　　　　・　・，．．・．－●・・一一　一．∴　∴▲

ば′広でフうスどなって冒／分に象ってくるク　これ学ニケ膿であるや．本領上司と

㌦々かみ付くなどは下策車の下衆であも，慮っくめは唖す下礫たち責命で牒

毎分　そよLが給紙と吉うもので＼ある。二の三ケ膝、害うは易くし考、1ノ行うこと

は繁にむつかLL＼9併しその籍芝生各んで乾きに衛えなく乙は大食紙の鮫は

食へなし＼。豪蹴軋十九と書へぼ天下力素才そ、あるク　モして凝めて覇う藩警jカ

つよい雪である。夷芽の武義見たいな賓である。賓7及毅が健分官紀蒐」冠

に適され寸土肇は彗感とは車し乍ら樽像以上のもめぞあっとわしし＼む　し頼ノ葵

．．　　・・．●‘．－　ミ・・．　∴・・、・．、●・．．．・・　　．　　　．ミ．・

って夜番しっゞけたど言うノ　之の毯需竺同い二溌石はこすしめろ嶺と牽右は牧

級を新たかにした登用ミあった。舟渡の聖断ぐは兄貴与ときち等lよ無産議にブ

ンコと言う亨を書くと伍／、られも。上肢七号う亨は藩療養七敏億AY書く乞

■　、　●■

CHAJNに思う

Z回生　秦◆　宏　利　雄

こ日食工トトかあり方、鯨にその呵詔について漁轟かか持されてし＼るようで

，．　・・・い一　・　．！　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　一、　　　二一・　・

ふうだ。〔太L＼に鮭贋だ。）

CH薫ユ右目まどこかrつも脛しつけられたものでなく、ニめC東か自習宣的

に監禁札、そして育ちつつめ・むものだと藩っている。そう寸前」よ小、C轟・め瑳

・　　　　　　　　．・　　　・ヽ　　・　　　　　　　　　　I．　・　　　　・　　‥　●

一一、－3一一



悪と工芸りろトつく　つこし＼毎の島局によるのだろうかシ　C卜1A工Nとし＼う兼／韓の

鶴そ、はないり　お互いに一里のうら岬度．も合わなし＼ご節、つてしまうかも知れな

い人々がこのよう紘一鬼の集団をっくつてし＼るのは種が簡璽なのだろうっ　学

窒二は官本の、大草そ、、しかも鱗線化琴につし＼て勉強しよ）十としてし＼竃。そし

て彗耳はとし＼えぼ、よ0才着後こ、ぁ烹リたいした車もないク　そして、官本の、

京都なし＼しぼ東都圏且に産んでいむ。その柁色々の賽過怠があもどろうゎ

患引去監堅乙、L－｝－t一日－っ　d⊥　この車からCト欄　Nが婁まれとのである。

、　　　．．・、・　　　　　　　　、r：・、・　一日－　　　　　．　　　・㌦

し＼やし、やそろそ、滝なし＼。史富躍愚がその主たるものぞあってはどうかや　いや

し＼やそれもし＼けなし＼。それなら牽村囁晩のもめだけではどうだろうn　それも

不可で㌦　それではどらしとねし＼いかだ乃うク　督党首喝像のものあ県　政岩間蛋

ありそ太いに絡鷹だっ　或は史寒路竃かぐあっ乙も琴車二審くなし＼．或ぽこレ⊃と馬

鹿甥＼短も′かそ穫温めイ主テ恨鉱ヒし、なもの乞入れても笈し＼だろうウ　ニにかく我

々金華乃ものであったむ哀し、のどa C口舌ェ再も昨年及までは草二転しか草

指し‾tこなかったエうだ。これぐは伺感援展‾∫どしてもその知力は．帽章妾れるた、

ろうし、ものによって」は一一虜的象篭にならぬとも破らぬ．礫は驚行属薮髪尊

号ふうと琴一驚したものの椚人であるゥ　そして声ほ打よとも乃＼くも発行同数を磨

環し、篭し食いが急とレ乙の弛枝豆か㌻ニ切るめ　ぐあおっ　そう丁ればお互の話

し合し＼で　呵忘は竃い不同へと向かう一方だと蔑う．しかしここなわすれこな

らなし＼のは、Lを1月エNが劇々から温施してしまつこぼいけなし＼ということ

、●　　　一　　一　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－　　　　　■　　　一　一　　　一

あも威厳によ　っ乙ここに㌦田とはっとものそある。この二一二のニとこ刃A工’＼、

■　一　　　　　　一　■　　　　　－　　　　　　●l　ヽ　　　　　ヽ　■　一　　　　　　一一　　　●

と）を愈頭に才；し、て、釆い＼〔切璃鷹番は）ものにしましようウニつむこと

ニー　　　　．－　　∴　　　　　、、　　　‥・：　　　　　●

在る　と乃＼rC　拍上目を肇わまれも⊥どいうような雷君で、あ払われる二二

がわもソ　票は魯番と怒ってかど、ぅ乃＼如らち、いが二カ吉武みパ二番乱写悪いと丁も

人もし＼るが、）卜よる∴、はす、であるや
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化学が磯いになのた痛。

…羊鴬を前にして…

4回生　寮　費　勇　夫

尭々こし過去3回え整髪葦賓女として逸り出してまたが女房琶日吉勃々が逸り

出される番になった，これ雲で・は「よそ苧」として大した藤鳳もわかなかっ

たけれども、禽分包易や草堂々諮宣これご終りかと務えれば兼．命八として禿

るべき照頂か希婆に衝′ミ＼く　フまま　ななが　賂馳ひしひしと臆ももめがある．

何の丁こめに化字を乳頭守ることと富したかマ　これはみんな芝れぎjlそり

勧ノ楓は葵ってし＼ても化学妊烙乏ビったからに姥ならないからぐ、あるク　鬼も化

学紺野芝でったり　しかし入学して召＼ら彼　何夜小魚し、そ、磯し＼で仕官がなくな

った率があるプ　人生に幻蝋を啓じたまらな乳がしたのもこのような醇だ。

このような藤には鮭萄棄履な繁藤です、るずるどそれまでの習．横に引乏ずられ

い
、
膏
γ
、
㌍
メ
窄

ぷネ

；察j

写る簡霊Yなるべき一段晒なのだ。それにも澗座す、なは今豊ですし＼命と二カ

ナ雪ンスを渡す三となく更地して等たような気がしてならない♂

だからjb啓が礫二なつに膵にも嫁に可のとめに化学を琴は、廟ぼ、ならなし＼切＼

河のためにをきてい奄のかを電しいことかも知れなし＼肘百合を深く凍り下げ

て本号に遭う甘けの嘗泉は蕗らたし＼ものだゥ

ー35－
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割翫成し？たし＼￥忠人
3回堂　岡　田　卓　二

酢草選り正司が莱たら逃げ場ように㍑乙、ス買上」ニ行・くことに：なってし＼てi

今草の玉戸も雪の信州ノ零諷ヘス卑－ヒ貞子望ましたり争奪は元旦に京都を出

、　●　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　●　　　一

中東額を音響ノ＼匂ったク　凝／繚温ぎの声漆に贅も　‖二昏薗ぎに名言蚤へ行っ

て牽理香をもらって帯解を置き色事藍か衝を′主ヾ折が、らして／β轟覇腰の蘇・閲を

費したpパテーンコをして細分も萌すことが恕凍㌻＼ノ間風生え回克ても紘繹保

った。年末刃＼わの蔭騒ネ足で＼礫凍蔦の肯礪凛う斗ウトしなが山隈に接せそこ

んな等を考えていた。そば、でうなってし、紅海盲はすれ湾音藍レ山彦皇尊にな

らず放電で潔く÷守増のような容じゃし七㌧

殉琴に壁材の倍軍を清一′ておんれる号が義広れたらこの優馨を琉むむ　零零宣

めり篭てヱん∴終郡のロスだから州

でち大軍藁の尊ヱんは鹿渡の芭コ害われ良質に嵐同を康いてし＼為のではない

ぞしようかつ　そう横もをのうらの叫人なめで、丁シ

ー　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　●

哲買癒、むづ、かしし＼賓で＼すね、三三、鞍点Yづ歪墟めと頃から薄刃、ら￥なく闇か

．・　　　　一・　　　　　　　　　‥　　　　　　一．・こ：●　二、　　二

って考えてし＼ましたプ　そう二の滞碑ですく′　ころころいう常竃が、みるからころ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　●一　　一

そらで、、写東学は蟹んだとはし、該。悪だ芝だ醒熱感か轟要望琶け射ノ＼次元がめる

その席上よ彼にして、規正のように一一霞轟音朽三九㌻二聖の車では良くス、名護定

式某獲て産に急かれるカが又濃代走各を支えている∧河はめで「シ

誓、刃＼ら今宮に斡ては全垂と熊谷とし＼ろ事が染郵二大労い二たってくる∴す馴）

bますます込み・入って菜奄呆土倉で人間粧法令に漂す媒努座し、ものが微少に

なってともてればその郡谷にのみ、刀＼ソカ＼ソ来て金庫）鯨合とし＼ら孝を忘れが

鋸二なる。そyLすらも憩鼓しなし＼人が東野に多いことガ＼一風人で、審め嚢逼塞の

ように立食を働かす孝が虫東なくなってしまったので社食Yいう大きな銀章萄

鵬3El～

車で、きく

とも「

な掟∃

もか亘

単に言

I二＿■〕－し

まう壬〆

‥　■●　一一
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象志た
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会は葡

なし、も

帯‾こ　し＼

9宍99

兎はこ

対日　も

r：LLHノ

し＼たし＼

橋を席一

束導と

った＼ノ

定亀底

柔い三㌦意

鼻釈繁

窪悪友

鷺しヽ二

日∵さ、簿
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風費目



す
い
　
■
髭
、
追

．

・

・

－

∵

．

、

：

、

、

　

　

　

∴

、
‥
　
＼
∵
二
、
三
‥
‥
了
．
．
バ

1
　
ノ
ー
．
、
j
ヨ
う
ま
領
■
■

√
い
　
二
　
ぎ
　
5

：

　

　

「

　

．

．

）

　

【

【

遽

¢車にヌ観斜を作らねばならない。そして∴叫人の人間ヒいうがまとの鮮腐坑の

車で＼は一つの法車にすぎなし＼カです。

ともすれば他の壌尊の牙が貰いよそ目ニ更えがわざす竜　虎より破りの亨が天竺

な掟乳　儀い仕事致しているぞと，そ、も息琴には高級も緻級も′　痛榎の大ノト

もかぼちゃもへちまもない箸です雪　だかわ友回生の官に言いたいノ　立漱な歯

車にな二つぞくれと。ただ竜宮駄目二濠尊を回すので㍉なく官命か意義によって回

数ませ正当と酎）れなし＼訂転に対して！摘嘗め回寵を空し又仝兼敏をマ

1こうゼてしまうかも知れません。すべて許容・艶尾澤や遠璽嘗動かさぬぼなり

竜1±ん。

次に寵清衡宥恕二乱文泉聾の鴨界を惑わせ我々入覇にYっての有友意義を熟

女せるような貴家で、す。緻計といえばむずかしいようですが威勢産気来な対

象王よないエ〕です。永澤さんの奪ミ計髪軍いぬす官は不辛です。竜艶青十とし＼うど

l‘TL＼たいリという言寄がありますぬ、＝のどし＼たし＼の葛寮やもってこのカニ

会は働かされてし＼もの範字には絶衷とし＼う孝はなし＼や　だいたい童行ノ鹸痔旛ら

なし＼もの，泰雄芸覚まなし、もの、ダンプカ｝注入を引かなし＼ものとして登が認

紆㌃いもからこ茎その帯東牒博＝蔓れこし＼毎．その庸瀬度かミ？8第か99劣か

9チ？銘かよ命　ない，ただ．私に判るのは相　％そなし＼とし＼う華だけやあるっ

鬼はこの′′どいたい′′Yいろ言乗が溶きです。二のどし＼たいセいう言葉は樗

新庄ものぞ号萩の簑薮∈＼もて空し＼たい出て賢し＼ヒL＼伐ったど器プてお「日で賢．成

東だし試痕でもだけとし＼忠乗ればFL＼たい牽皮もと那一言ビいたい蛍成鳥廉沢

は、知り洗うわにだし＼たし＼キ窯どなり、威蔑レ‥一一　すべそこの響か車は′リガ

し、たし＼ノ～そ＼逸ってし＼も　りだいたし、り　裔義はこれ位にしそ斜孝二寮力丈きた不

落を．椅一ノ）姪璧1の－ノつとして東学には二面度があもどし＼うこと－叫㍉

泉導とし＼う′‖去兼帯に立番そす、環天そサ　ムDこの世に殖？いうも鋼であ

った、Yしてもそ必碑以上に風啓酎音大です、とし＼うの官八津めれ戊d／こ鞠

な暴威で久し＼に彼に立ってし＼る㌦放電、亀希、工牽払、

斜琴ぼ魔人です。強力です、㌦夜に河千八J何万人もの八を激し嘉増そ七百

車釈繁し＼て条に東レし＼町を束監守化すめも茨ない二￥冬す．けれどもそんな

●．・　　　　一・　　一　　　　　　　　′　　　　、・∴．：′　！・・・一

貰い二人が、その本儀に放って貰應盲二魅力を感じ超し谷ろよが二なる，扱身に

森を感じJ解せかこにまらなく巻きになってしまう。そしてただ合っていもだ

けな落髪晃っめているだけでもこの上もなく桂思わせと藤eZL＼為二人にと

っては息琴とし、うものは全く繁喝のものどなる。

嵐皆目ど硬琴）の因果　や金額と終金′洗車衡有無寄カメリ込む永池さえは

∵右し

と

ぺ

．
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いの否めるク

もどんと鼻単というのが絶対的なものでないのであるから森襲とか尊慮藤巻

をある入間（又艦ある人間）にとって短慮に凝ってくる容痛に入り込むすき

間もなし＼¢ぼ量感の孝で、ある。

もし風首が絶沖で万能となってしまったあ人間は藩学によってをきる婆みを

絶たれ為肇になる。慮、も／地久も何もかも失ってし彗っ仁ように－

ただどんな仁君一埠が渡歩しそも八広どしそをきる叔利と義務を頂する裁やが

麻埠とL＼ち人閏の搾ったものに定刺されなし＼だけの及鞠を緒ち焼け亀汗rL＼つ

薄いこか兜成上から入寮が苛一撃してしまわんとも慣らなし＼．

4回を　吉　拝　謝

〇擾外商の賓や怒密で毎春が、粛鮭の面藤帝の帝王で′　嘗役の一人の亨か宅

′われと葛賓が㌦　少々．祀日工ひっかかったのである。それは、伊香法、各社の研

究節に入ってノー蛋無駄飯喰い仁終ってもノ　何んとも愚わないか8ゼ葛ら意

趣のものであっt。如損な篭り琶額　で　その方が嘗われたのか賽青の展軋

解らないが，東南愚モ‖こ解するとく感粗を濱蔵した上に、会社の研究訝る、、

冴荒を宿し、∴邑力狩った研鼠が、阿－＼ソ．各社に寄与する所なく，岬を、鮮

わったとしても．覇こもなし、の封＼〉と竜う学になりそわで初も。東礫の経、

遍のものとも′　山のものとも，簡らなし、塞礎析乾に、これから入る常にとつ

こ　這般か項闇を乾ける夏日芸、竜だ　艶藩な音や詔もっ　節電▲が葬るのむ棄ら

接し、のも，（将に化賛j＝給い∈1ユ）やってみなし＼幸には蘇らなし＼¢　蔓しわは㍉、可

鞄魔の聞喪で衣川ノ　又く研恩義〉毒議く無駄飯唸い〉と秀丸こし＼も、古い頭
ろ碕主も，亀尊者の車には、蔑ろもカで困った雫である。

－．　、・　・・・　　　・∴・　　　　　　－　．　　一　　　　二・　一　・、m

鬼をあるっ　一夜．茂壌（1伽通れ拗音）と嘗うんのに牒∴　尊王，ノ読戊　が付

き告とってし＼ろもりであるから　泥琶した牽東部㍉全て乳声＿と太っ乙，堀嘗

肴の虜に漁って末るとは職らはし＼のそ切るノ　ビか広一万が一、研究に茂賀し
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し呈

た貧寒水魔榎ある髄嵩（刺確）髪豪富ず哲・いになったとしても，その領任、ろ

靖は、及貧し七側にもある歌で、宵俵な及療（研寵）葡乃＼どうか、鼠叔けず

慮、贅した零の包毎の経電解豪儀凝り髪落協していると腫ならなし＼孝にもなる；

う又，或る節気鉄条が如何■にノ　学問餌1二支取なもので・あったとしてもノ　その

研究肘′　寮暇に、企常の利益と鱒びつき隆希的庸促短をむ将でなければ，

一一〕と一・
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剥野良犬を習蘭とする金、議との研究としては、正鵠を賂・ていなし＼もめであろう

し工封筒－Y醸びつかなし＼様に、一見、鼠える研究生行う潜は、鰊層潜の竃に

lまく鷲敷飯唆し＼〉として釈ずるのかも知れなし＼のも無蜜から晦学やある。郡

如経乳者崖は（塞夜）新宅から，尊大な利親訳碑られる事を鶉弓をしてし、もの

であも。（凄儀）節見せ竜う各の各社ヒおける研鼠には、多かれかなかれ‥

こら言った衛殊庭（限界）がある奉を吾々は再認戦しておか強ばならない〃

威し′硬東には、企濱の析汲肢撃は′　等々、温んになるよらち＼、暮夜研竃

は」＝讃言ノて、無駄飯唸い砺なものそぼなく、もうかる叔撃であるらしし＼。

毘閻する軒による￥．う各外の如し等金殖尊で乱　し＼ゲ机も，草間売上げ高の

手先蘭彼を蹄窺費として、混じてし＼る団そ初為が一　その充分な研常置から．

召喚、靂更にか＞つていも．戚々な、覆れた漁覇、製品（賀春的確慮）が生

れてし、包めである，現にノ　アメリカの寄るな化牽ズ岬カーご・軋　客間売上げ

の津金は、廿賢も前に行なわれた研究の残す桝であるそうな．研‾弓、、く鵬鼠

東宮か密事‖よど　ぞめううか。蔑隻∴塵取研覚め膏零度が認識三九番め　そ

の澱贋嶺は都塵して来てし＼もようである水．くまだ直虚し〉と言う蘭が丁も5

食銅的生む埠に、充分な餅も与えで、こ、（卵を私意ない簡屡を鶏に嵐壊し）

終には，鶏を鮫施してしまい、元も子も矢なったという分速，ニキ冬着道家

壷．乃常態のみ．の肇そあろうか¢真布現勢ネ足の常匡‖鼠色々考ラ」つれ竜か㍉　官本

の金儀一か碑頃の覇琴′即ち、瓦固め企東はノ芸だ急だ、外掛二結べるセ言い

新森を上げていで（賓泰の嘗贋が少なし＼為に）充分な智東を析兎に環入衷薫

なし＼り　従って′　詐取費の不足濃、顛及軒の同党に磨れを．取る軍になり、巧打蕗

迄も、外囲及名村の後雀を】きなければならない巌盲目こなも。これでぺ日英く害

われるようにくいたちごっこ　〉である。

囁易め匂馴ヒが、鳩苦り、喝硬競争の天恵に立つ覇を．外囲政府と支打出禿る

漁にはノ兼台の及痴ソ研究）の同勢と言う華が＼，戊痕の，号画の寓語ぞあろ

う。〈塵巨の艶カで覇吸した発雷良風東が憲政遠望ギJたらしノ　管観の儀表の

嘗蔵が怒舟な研窺花賓を可絶ならし払　底大な節気耐寒が㍉　ヌ許　ししい乾香

な練習の及府■夏生嵐出す。〉　こうまっと，ナバクノレの動感に寛せる孝が温韓

∵ざ　■・．′、

しかし，外国及街に盛れ髪預る帝国を全てl　資金不足のせし、ばかりにてる

のは、焉稀に恥かL L＼尊そ凝る。

景燦に寺領賓孝のことば　く養翼が俵し＼から．葉除虫末なし＼ど葛う2日ま訣

してノ溶葵がなし＼から，喪瞼永末ないのではなく、頭がなし＼のであも。〉
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二重
4回を　荒　谷　喜

被は牟竃も葦鵠髪運んでミ＿・＼た

臥し二刀と盈J、二刀と′カ樹重な

軋工かカ鮫。た諾葦鼠髪掛　ヒ‘

二宍（力藤村擾祀刀力支配に斥卑しヒt

薇盲ユ寧日工藤鰻を進〆．そいた

雫－、し二刀、ど浸）e三刀とめお園を

遠心力の鰭ふた窮涌絹は牒紅＝∴

・　‥●　一・　　　．　二　　　・　　＿

繹蓄三キヨjJ二各級を澄んでiJ＼ヒシ

そろ簿っし酪

無力徒〉湯i二いた．

●

緒はケ百㌧接線を蟻んやL＼た。

そう怒った韓

司疋言日工選ば庚へカ亙祈通牒行目㍉

長束への毎由仁歓喜した。
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了㌻㍉、審議

過去的〟監画力大牢生活史回避してみてノ　印象に発った妓鴬のほとんどが

本大草外から寮てし＼奄蔑輝力音たちの濃菜で＼あったウ　ニのことをもう少し深

く考えてみると、蕎特産がうちの敷皮尊に比べて賢や勇ヾ上で隆療なつんをい

るとし＼う事実はほとんどなく，大麻に終て鷺今か＼ら言えば産の場合が多い．

星空七英署を知らなし＼八が葵鳶を敢えてし＼吾川、抄と琶節のノートで春草亙

草間じ閃蕗を語義してし＼る人に贋疎を」専てとし＼うのがもともと無産な義で、あ

るゥ　戌須であるが敬に才＼ノ快啓をこあえてノ岬トを二扱ったのは僕だげそはなし＼

と等う。二の£ちなことは草間の獲努という竜の宝金く敦に入れず罷象をし

なければならなし＼ヒ竃う義務啓でこしって艮覚をするこYに督菜守るのそはな

かろわか㍉

緻線化尊敬篭の析兎宴の敏也、にもはなはだ不義定席つものである。L各の

連中がほとんど牒潤セず柁⑦蕗のものが勃もめ顔に凍ってし＼む大きな部屋が

あり、一方そぼ研究隻の定貴の都合上半額生計希望慮り吸収出着ない事象が

あるク　はなはだ産額・に篭しむ青葉である．轟：経化琴である以上、包J舟や畢机蜜

柑啓を主席と写る折衷隻があってもし＼し＼ノ　吉「＝あってしかるべきであるり　こ

れらの琴蓼髪もとにして考えてみると．例分析克隻の我々数蚤における存在

極値なるもめが纏帯に象のうすし＼ものにならざるを格なし＼。このように考え

・・・：旧、　　　　　　　・・．・・・

一朗－



L棒等を前にして「

、一　　　　　、、　　　　■●

繹箕など、と言ってもノ　人事のように整っていた凍、．茨葉にこの三甲逗奉了

も二と」ニなって寒た）今夜どうと言うこともなし＼、甘酢ぐはあるが，いざ二

兎がこの琴殺／＼責了と力掛目乱舞十等であるから　濃に二十六茸に反る七　二三

乳鹿ご㌧∴∴二する肇の為に、毎分を葦げて果たノrJLUそみろ。＆て．カようこ

かJJ　かなしみ、も　みなこち琴線に歓喜tて恵て寒声イユもて、寺ノろり

存草生試食しそ晩餐集を嘉仁と笑う二二二で、言し＼無慮星祭りて翼上プ1、二ノ

ゥ療互はつ、、れとものは－【つ1∵はし、。し＼イ紅絹託丸で壊し＼たし＼＼どぎ1くこし＼え）。

私み所登室の「甥は藩ニ」公額！よ、謙約に賓の牙官を荒しそし＼る㌧

えらく気象っしこご髪書いてL等ノノて　畳　′」号掟、し、雷ノ　二十六富力生活巨

大ヴ刀＼み」二塞くと、ころ奮ィ、エリ皮下かなし＼，ニ了誹封′＼とか穿し＼とプ男＼竃ろ

草も葛了黒圧し＼。しかし種も初萄小もオ孟ろi‾とこ一二　賽力方を工多いと了ろ＼に

七十㌧，・J持直の空音聖，／1空っ軋．叉化を分節牒工一口ち込れごいて，言合に

帰られに7轟でわんぅ　東等黍がニ＼三＿～プう気取ノ二本三雲読んrごり、ひどし＼かま景

一　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　●　　　一　　一　　　　　一　、

たりしただけそ，惹教ノ　論じ、ス繋倉敷が繁濃くノノ巨像k見て、お孝を論じて

し＼わめを、散見」・るみ子、みねが　魯くど、ろか土器′宮つれなク東学も真数もh㌦つ

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・ノ：：．　　　．

いる萎、包体力潮、ごあって、八軒ま鼓数を呼吸し∴材㌢拇㌣動いている初野

う＼あん。置いごてしろに、せZノ守1ま、冬そ矛笹リTニように魚戸。る」ノカが、一つに

なく〉二第きぬを構っているゥ　これが諷えもふうにならはければ、ほ／㌧ノこし力そこ

いり二毎々は常に矛盾しヒW葡だけに支って、これが正しいと、膏己主義をや

り、ぢ互を繁そろとしないク　これぞは孝は絶乙ないり　人跡工茸と害っこし言

えば＼、それま二、である揮㍉　それを消す嵐があも名目二、号憩もしまちとしない¢

＼・．、・、

さて、ここらで，ニ＋天草の思い虫を塞く事にするや　二十大賢の温去の確

の車で、開塾く光ってし＼ち組が‖　ナナ　狛志、ォ＼リあも。潔一法、この撃殺へ赴産
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して間もなく，鵬灯蘭を知事），人生か尊命老後験しT二壊、亨二は大戦仏前、

草生喪と常春を潜って京の郡を，掃き歩L、た風　音三島二十窃草喝の琴度数

磯を下濠の立場乃＼ら楽しく隆果した最．最後の才切は、赴任したと三からの

奪案で、あっ1七丁蚕は覇孜象ぼか蔓j滅べるガ＼ユご言う、小牽産の手渡の発える

迂うな浮純なしかし蔵本的な閻魔上方野茂ができた線である9

これらろ幸を一つWつ巻くY面白し＼のぞあるが薄回二LはL＼‘凝り奉ってみ

ちと終にとつこ、この二十六冬はよき人疫であったとし十人じみ溶融一してし＼る。

又二十六草間、数多く凍した草生藷葱にも，少しも変らない乳渚わでエ貰せら

れた孝は観みて鼠吟て鼻ミLL＼宮であ県　このような、かんいきに凰させて貰

った肇に対してお礼車上で臓ぼなbなし＼シ「　■t

有る　　　　二二、三官許＼め部員町覇に「停年盈急⊥ど箋　直読が書かれている。まだ

右。

完三三三

、毒　二「

フ7・J‾
⊥　　▲ヽ

■今二

・！＿0．三ヽ

一髪え

と∴、■二

二、三宅針そ＼わなかβ〕、どう衆覆して婿く刃＼興味㌘もって読んそし、もが．今月

・か免を潰、ノ停茸と言う、言葉が虫たどたんに賭し＼刀＼ががごしているのご勿るノ）ぐ

私の鷹合は、そのようk啓じ浣少しも窓て茶畑ノ＼。r先兵は童袈】乙行く」で

いつで＼も凰壕か定日ま讃えてなくなるが、夢路虻の支うこ履いているっ　今後と

・　・・　・∴、　．

日　曜　呂

4回聖　二　辻　　常

永も少なからう’京都を畝すか㌫かか－入管あるっ　眉・い裏多い草を々浩を盈

啓堅々滝も最後の冬になってそろ脚つ一つカ死亡ブJb－小津萄誓ってみる気にな

F
．
ト
汗
汗
．
小
才



㊥爵じ首が弱いのか別に客観は更けなかったが、綻竃の官だけが禾感熱二乾

儀に放ってL＼る．静かJ二心を箆愛す胃である9

平牽鷹を出ると、とたんに甘ったるし＼茶の蚕りがして、弱法のあたりがひき

しまる礫だった。か、そカ＼にニゝに来たことを各んだ予審力亨は痛l）にして、

蕗の亀へ虫た。釣腫かご等鼠にウ草生浮べていた。侯散髪はいてウキ匁礼つめ

ている衆人の蓼をみぞ、新妻をえこし＼もめだろうか、し＼や、㌦疋に今ウキが

況むかどうか髪締めているのか一一一一と整ったりした。そして〉一句㌣釣れない

考をみてし＼もと、そカ演劇な尊が尋息野の轟に番えて、零してウ革の下に風が

∴・－　■－　’　．、．．・・■　　　　　　　　－、　　　　　　　′　　　　　　　．　　－J．　一　・、

茶の香　が曙の嵐まで渋二号も素だつrこ。袈わす深い愚をすい込んだ。茶の

薫はいく′′つもあったが　ふくみちと碕1代の夜化がみられた。葦等聴とども二

添え、未だに市川＼鷹柔といちか盲し＼頗筍を思わせる藷鏑木㌦その滝牒牒博極

上品良太磯こ電象した等敵か膚人などブ恥　大きな竃のかしし＼机の前に蔓って

りりしくしてし＼ち答を孔もセし＼かにも薯嵐だった。旦ろプいと淫うど、し、わゆ

るス刀、ソと新しく、籍覇、妻かまえウベンドなんかを濃いとりしたの望みもと、

あっ、みやが物置か＼、と通り）思してしまし＼そ　な岳もあった。これらが，仁がL＼

に蚤を竜べていたら　しかし何搬小暑通の観光弛めみやげ、脚麓と壌毎素朴三と

し＼うが、京雛の翼を爵じヒゥ　堂塔ゝどいえば毒炎のことである。

万感寺で車掌の左右にあも多数の煎流の像をみた、そして岬寮に同じ展射象

与吸にみて属っこし＼右裾二、線の哀痛に去って、その人の鹿j各といちか、二

・　　　一　：・・・′・、・‥・・・・　・・・＼　一・　・一　■・・∴、・－

っていヒゥ仏像を来る一つめ勘よこれかも知れないと貰って、はっとした∴

そしここ軋めカキ心に初る本尊力感髪温上げ、たけれども）も滝やこすしわの像

ふ1日ま何小高くヽ二号烹してい包容じゃ、檻賂一・・、云ノアは二軍像しようも砥アブ＼つた。

三嚢既の二鼠髪みようヽご門前にきっ七号蘇、聞降ヰ覇だった。あいにく逢し弓こめ

叙れなし＼。仕方がなし＼から山門を入って都の光を磁リ小さな魔の軒へやって

きた、もう暮色も濱い横で、はあっ七か㍉　姉からのタ痺けにあとかむ終濱が応

えてし＼るかめ礎だった．もう紅葉も各節はザ＼れではあっ丁こか＼一　夕ばえの墓が

小才かリ二蘇って二札があたかもモミ㌻のせし＼であるかの窺顎魔境乏隠しため

ぐある9　あたりは轡かそ、九着脚冷‾にく牽なたゝく肴のみがひびいたっ翳動き

しない木簡を薗して、恵にも　ジの洛窯が覆り合っているごまか、．し＼佃こも

葱っし＼ヒ簡けさを溶じこせたっ　わたりに人影は礼えなかった。

う世の臆くへ下りてきた、遍くから払為モミジの酎よ　あたかも冬の寒い頃に

・：．■二ト　浜ー　＿．、、二・、∴．一・∴：‥　　∴丈；、　、
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項旦

人血の啓一j髪すぎたモバ三十臥琴がこの索酎二語ってし＼る横で＼ある。

山門を出て竃蔓．のへいに濁ったゆるやかは取直を鞄けながわ　土壁みると、

すっかりと葉を落したこすえが暮れかけた空曹二寒々と手短のばしていた。

ノよ冒3／冒　　商　　事三はじのた頂如意尊く琶万盟）の敏顧動線の藩を

圃し＼たっ人が沢山せいてL＼毛、暮れるとし＼う静じ、が一柳こしないG　牢くこの

虜を取れて藩のムー」＼、、の車に毎食を殺したく思った予

報喝の像）恒に籍う頃か戒，し、くつもカ蚤が闇え裏した。禽竜に会竜がか′ドさ

る兼である、これらの鐘の看官、それぞれ清楚な洋三んであったり、審蔓、ソ

苛七つノ‡ミリrよノト槽であったリ、敏商法牽′人、章＼敬ったりす杏。法庶陽一∴蔑東泉

永密室、南額冬のもめらし乃＼った。靡フ匠に親も永簸灯の宜がこきざ、丸に覆え

．′．　　　　　　．　　　　一　　　・．　　　　　　　　　　・　・　－ミ＼士．′ノ・．

－●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－●　　　　　　一一　　　一、

璧な召＼つ　とっ

置あかリに窯々とし「ニ大聖にどっプ）＼と直りこれだ畜禅寺山胃癌，聴　力於

の木の詞を後1そ響く、壕＿グ計二　計栄一をもはじき虫寸凝な濠粛な凄みきみ七

と。短篭蘭へ覇う篠から，おけら火を患った人選とたくめす、そろ棺ズ綬蚤

乳量にフルフル超しながら固め車中ら迫づく霧な、打ども蟄畿約で、最強虻宜

し＼り　紆専疲らあのデッカイ餞の替りには　景山の八が貿守っていたノド、ビ軋

－．　　　　一　　　　・　　・・ノ・．・ミ・・・．、

●　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　ヽ一　　　、－　　■　　－＿　一

請人・づ筒石からみる蔑都の新主ま，脆くたれた藩の車に恩すいて，ノヲ占ノ　隼か

レパウ　ヱ竿へと静かに動いて巧く蔵だったっ埼こ木か韓はたしかこんな人ビつ

て二と漫ろ．

じりじりと、口≠リフカモノ之っきちで、とく

寂のノミ＼けゆく大鏡月汗亘L

r賓二についこカ紆牽」

令‘二の齢草生かくに蔓って、琶命は牟希えている事がこめ人生ヒ砕いて、

本射二五L L＼かど、ちか確席を婦てし＼互いノ　今啓、き分は試乾して社食へ乗法

・・・一　・．　・　・　　　　　・：・－1．　　　　　・　　　　　・●

か　し糾し、　くくとも今、素環L L＼と愚っているもののささやかプふ審贋を立

こる蕎歌で、ニ乱を外芝ヒいさ　なるべく試乗にかくつもりではあわが何分竃

い訂寵を嵐ヒ＼リにしとめで、ラフな考え辟盈姉にみられるだろうク　ごて款翳

し＼たいら
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琴を毅と。輯脾習置いて申分の帝に象ってきて乱もと、包合の石河の帝に邑

変えのある紆登の褒肘イスめ上に置いてあるっやがてrg」カぐ入って素るのを

感じ、たが－琶命は河乳ない凝りをしてし＼ゐゥだが「害⊥椚帯につくと∵き二二人は

敵軍をⅥ＼わ寸、その一党何気ない赦衆力車に、媚予の挙動を一つさえ見壊せ

乏し＼とする冒だけは、笑っていなかった。

やがて予定の各号ヾ壊る。しばらくして繁が拝し＼てみると、し＼つの烹にか＼匂尽

力ヾ左の端に洛わるくらいに厚か＼げそいるク　左へ動いたヽこいろ寵膿は金鉱ないむ

みると「召上刀ヾ官命のすぐ、碑に語るク　だ、が藤してし＼る競争はち㌧＼ヶ　し升リノその

空間軋　どちらか産号の刀で廿では誘して」渾しっがされそうになかったク　暫

命はニゝぞ新改感けなければならぬかと楚う、丁るYたわまあその木曽感蔓

に貰え終くなって元に放るゥr8」の頂1三、渾したっもりもないのに、ちゃん

と穂にいも乃＼ら鳥かLL＼。やがて丁等」が隈か言ったっ科を竜ったかよく食ら

ないゥ　竃ノ分は「しんど、し＼ん乃＼し㍉L　と言ったら大きくかノミヾlj k凝った〃　その横

顔は寄ぎめて、やつれ、天空なうつろな軍をしてし＼た。その勘は官命を正親

し乙はし＼なかったが、珂頻も怒れない胃だった∴牽唐は守で左腕は白金の滴

に豊洲ノ管外へ連れ虫寸、他の人の竃が－せいに啓じられる。寛か「琶Aの石

粉汗二つし＼て河じ巌に轟をかしていたか、j　い一つのまに刀＼し＼筏く∴なってL＼る。イ

スの上に｝休みしてし、亀と「もう敢官制」と篭った¢　嶺魯侍力でけようとも

せず無葛やいる〇医者にでも塗れてし＼くのかと洛つため，烏合凋r射物象へ

薩れそ帰ろう七号もつもりで＼ある。何敬か各らなし用が、、この陪重合の頭の車

には頂上の噂の翠が浮んだ㌦一一

－森Y甘んぼ半吊きまれた直の⊥己、＼「宮上は急に兎り石、帰るといい嘉すク

一・一　・．　　　＝　　　　　　　　　　　　・　・・●．．・．　　　二　・

儀温蜜範に希って、狂　の象に滞っていった。こうそ包各は今迄の渓流を他

の入違に篭してし＼あ。毎か言「嘗」のこと狛巳駅だとし＼った。把の人恵か唇音

も嘗一に人ららし＼く　わいで、あるり

「雪Jの家主二束た勺竃断言どうそ、すかといった¢初めて会う鷺の式が，官命の

すべてを知ってそもし＼ろ小の礫に沖するのが不寒預首もわ県　一方繋建ち＼に

ある魂や象恕く蒸ら♂　狛ま蟄きみつめながら静かにポ＼ソリガ、ソリ思し＼鼓す蔵

に譲ったク「宮」はし＼つも剛＼にとりつか汀ヒ頗な、山でに督し＼つめている様

な敏だったヒ盲った〇台令はこめ暗はじめてr針の太茎のJGを射った瑞に思

った。耐療王「宮上の磁みにくれてし＼る顎を官のあたりに象る顔で軒が舞むの

巨像えたク某は更に、し、つかこんなこYを言っていたとし＼つた〃「静ったつ

もりでいもけど、負けてはし＼なし＼わ㌧Lと∴　しかし丈にはこの藩東は命らない
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らしかった。督合はr害いナヒのは庵だ」と毒し＼七か＼った。ビカ㌦　この葡痕は，

簿わくこ人以外には傍らなかっただろう。こらした丈の徹夜に根をハごそば〉じ

離しながらも　ジ、ソロ級かく晃昏ってL＼たことが，百分にも啓じあれ辛ク

ー－官命は凝変らずその孟ゝ雇っていると、げラス戸の閏うな父が同質蘭

の伴れとちから産へ廟切ってし＼く。座、れはしきりに釘かなすゝめている、が

某は一心に前セみつめZ歩いていく。やがて左の戸の庵から穴の答が現れガ

ラス戸の車に立ちざま為。「今度の新星きつぽリことヤつる」とし＼うのが簡え

た。蝉れ皮登った嬢短、失望した耗駄漁村をして右へ涌丸た．岬

脚「魯」が竃各の夜の中で愚をひきとろうと守るゥ　臼命はこのまゝ孔なぜて

はし＼けないと思った。するYあれほど葛ちl二竜しんだ吉葉が蔑ろご軒の払底

もなくロをっし、て虫七。T僕は蔦が囁きだったわだJと，「各」は、刀＼すか

に、しかしはっきりと「息も琶LL、くらいに輝きだったJと琶ったク

二の療はげのて、近くの太ぞ囁いてし、為轡の声に気がつ〝し、た，その声は卑し

がごた醸官ノト磯の亨・から鹿軋た、掛れ頗れとした轡の声だった。

∴・・・、．　ニー‥　　　　　●、ご＼・　　　・・　　　・

確覇：お師思慮′　めゐ蒸せぼどの凝なものでこぎいましょうか㌧

親電：〔まじ＼めに）苦しいものだよ

噌固、＿各は葦の一つで＼ございましょうか，

泉鷲：鷺にかあまったlHのだ㌦　この世ぞは零を作らす、に怨をすることぼやき

なし＼のだ㌦

聴可二では杏をしてはし＼けません踵。

覿鴛ミいけなくてもだれも一生に－寛は寒をするものだ〃人間の一覧の礁¢

逸車にあも蔑J肝の礪息ものどよ。その覇餌を芸をえもと静しい禿賓が弓

め前に閣けものだ。この宵軒の紛え芽のいかんで多くの人の室渡は武

芸芭了と言ってもいいく　らいだ。

碓：甘：そめ磯に優太なんので、寸や＼り

覿驚：ニづとなし、大研な生清瀬料ゼ。まじめにこの間姉にがっつ＼れぼ人勘ま

襲命智知る勺　壕を知る一すべての知啓の音が一味美田ごみるっ　魂はも

のの養い木簡望見もことが奴来る儀になるノいたずらな，渾し、たjCで

こめ閣軒に珂えは、、人は竃削ニなり、ぐうたらドなる。その覇軒の同

こうの姦しい画をあくかモ軋る刀がなくなっこ関節のこちらぞ凝力が葦

さてへと／＼と「ニnl∴こし了急七日分だ㌦

確固：否は怨と積肥は一警吏写るもの争ござい蔑しょうが。

－Jト



泡鷺：毎は橋）Qに入る温降だよ。人間の鮫な一線な零し＼な穿きつめて行けば

皆崇敬轄竜談に入り込むので。奄するとき人間の鳩は不恩寵に艶にな

るのど。人生の旛しみ、がわか毎の浸。兄上の墜命に触れるのど。

そこから倍把は扱いのだ。

暖国二　では私は藩をしてもよろしし＼のぞ寸ヵ＼．

夜鷹：（ほゝえむ）　おまえの郡いう日豊受らしいなっ　蕗はよいと宣∴落し＼とも

言わ上いり　篠をするなら1るごまいっ　たどまじめに一新に粟粧し

折も言ち二七はない．偉くうまく、教えてくまL一こし＼るっ　膏己に番東に星蔓る

こと、聴これビ汁のことに宅しみ、叔むめが恋であお月＼卓）知れないシ　だが′

ただまじ班‖ニ¶－藷にやれ，この号薯′ろ中二すべてが箭少三沢ている兼行二禿う

とこ　ろで、、旬倉は新改今風㌧てし＼も賽なせ努、観て＼なすればふ上覧L＼かセ思うク

紺二名を㌢グー番竃の産琴賛とし、膏と礪るこど立牒牒持し、そナリ二ノノいて

議定な人生を直ったっ乙儀し＼じゃなし、中子　蒐芦＼にそっだ。八はみノよその八

炉）の八丁主を虔裾£哀し＼。亀箸を堅牢輩としている人が名著空将たら蕎ひ変

移一半るだろうゥ竜昌H∬鉦こしくいるノ、は雷を篠ヒん竃鼻は尊慮だと罵　だろ

うシ　しかし、それで乳分針入電ともつ三レ覇窓薮にを≡たど言えるだろう町

裸のこ￥㌢怒ら。

はな書＼匂う尤＼・一一一一

〝蝉、ク　ÅU

等■）に「呂」＼ビ督射工琶仁一一世殊の八軒やある君＼†冒一望琴で初もセ番う半官

もあり、冨山針軽欝だと悠針十㌢面も夜目上　空しそブノー一肌力せ斧は多づ‖二軍拳が謬

婿の放射二逢っためではあお苦し＼かて　テニのせ界｝よ贋かにあるク

つまり登磐の硬としてき駕のノ入信控熱賛一一人として集合に敵各するものは

なし、りやかj質の車にも融け合わない鵬つのせ界が初も露l二思うク　それ桂庵

柊か腰雫とし、ちか、つまりは「嫁サかご白かekL＼刀＼わだ⊥とし＼う二㌢につき

る0　人酢すべて凰宛である。だが今の琶命は諒∴奴であることなお当にごみL

L＼とは思わなし＼。　ノ町歌ドろうク　日食ヒはそれがサくども百合の車にし＼毛蟹

鴻毛の為のみだとは言し＼謀れない。蜃射二法東「三森とカ＼乾といいう尊がある

刀＼らだ。〔つまりある対象に去っていやコれるさみし笠である）

しかし、それをすきへた簿｝　人生力本望のきみ、しき空知奄のかも短でしなし、。
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終㌧‖二，分リもし任し＼く七に人達とし＼う言寓須更い丁ぎと属に恩う。しか

し桝の富豪で置きかえ環と患っても療窒息盲東那みつからなし＼ゥ

だが，せきこやろうとする繁華は変わなし＼っ　　ノラムユ，ノ、スぐ′

魔王を
ヨ回生　原　　阜

お、東歩し＼た痘ぞあなたが呵虻考えてもかまのなし＼ク

．・　　　・　　　　・・　　　　　　　　　　　　　．・－．　′ざ　　　　　こ　こ．・

敦十二とゞ＼めて、あなたには笑め率顎を－＼、・、審セ∴にっしやらず、までもうろう

と啓一も、る簡夢二しのを蒸壷に更けて、後に素的淘路に酷を度めて竜芙巧一、アンを

」夜も1て頂きたいのろ、、すゥ

久づ仁かバ‖二乗素のいとこが訪ねて東たちの’ビ乃＼ら濃威野の寮、に冠なら、、み入

J　　　　　　　‥　　　　　　・　　　　ノ　　　　　　　・　．■・　・、　　　　　・

象薇・か下に左し＼土闇が邑ア∴、とめ覇を衝く萱L‖ニなった温が畠京の寮一二歎

三つめら　㍉　しっはウリと鼠堂藤までこちらでひた空軍に蔑み込んそいくら

「三㌧より泰阜」¢立て札までが妙にやぼったくがらこげら打て£き、けに「

様茶、艶牒、マンドうな圃かせてこ十鞘」と簿茂、に半紙を粘って蜜等なく＼、っ

てあるカに、うっそろと鼓も祭L寮、竹、塵寮がそれ乃＼ら′ノ俗のあか′ノ　宝かき

落してし＼た二「放言キ」こう茎いてあるからニゝがと遭う蟹の鼠；二、密威力

晩飯こ∵手が乃＼一号刀＼～二伊上こ落葉が小山を拝／ノくし＼毛‥



いしこ乎東京をへし、すいしたこの恕喪は薮を堕く概贋に勢一本勿妖零を催す。

今弓トヾうめ舞台はクライマックスに塵して髭濱もしばし滑事を忘れて野菜i二

蔓っているシ　その寓台の吐リかわ款の喝が消えよもとして入廷ならすとも薦

そあおぎ呼びか＼えし度乙尽し、ながらも観窓は芸だ何も愛野をなさなし＼p

r粟〕え、こゝの庵主さんじ、やなくってて」「いゝや。」耗玉音の愚宣さんは

常襲きんと言って膏は荘官の人とか・商いこし＼る．兎蘭そ、の膚躍りの美しし＼芸

竜とか。そ湾入が何欝ってカ＼簡く埠八を後に㌦人見となってこの轟を守る八

となっそもら現車かり芝のjeは知る顔もなし＼。あの牽かな漆の関からこの奥

渡晦の平登の影を冶・つくj多リ住む人の心は、し＼わいち尊ぬるには乗務し＼）

亀掌と凝。その寮かな対恩桂との乳か輿をス象のてやがて合致する沙空知毎日二

は包みはあまりに東邪気であるク　私は牟その魚賓任な傍観考にあijながら、

つい乾草、友人を感切る軟を熟れだの変容し＼長要す。

そやとザぬ人の轟の末広に

嘗Jま＼を本心為と歌ノゴ＼蔑め7つれ

おのが華知らずや竜のコ＼ソポリ　に

長くレだyLるその葦のごと。

吸入とは言っても小牽陣場カ二二三号髪箕にした八子その頃から零ひに慮っこ

いたのが，知らで、審塵、となって嬉蜜にし＼とのが）その頃臆くの丸蟹藍に恕

するも盛雄守汗しなかったとか敦を攫そし＼つとうつゝにも、恵巌を‾替わった私

は痛感ぐも雰なく、同席に音楽なかったが、令希えば比も藩命純な繁り小と

′5＼と腐しく、ヒゞ厳守も入勿眉目二も彗てゝ蹄手塩礪し＼を馳せていたのだった。

－5レ

＿「＿▲皇

i－、∴±・

②芝わ

られと，

常公子釘

萄蔑

ろが集

に漬し「

′ヾ王ら、

花去声∴－

たべ敵う

し千二二●

伽豆）む

し＼芸〉か6

教等の月

長井・U

として〆

し＼うブ‡

．、一三‥・ノ

う紋千孝

一．と■－j

栄湊琶i男

がす軋れ三

なし＼衆巧

◎車かジ

ム壊して

叱琴汐

、蚤の妻

、酸濱、
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努遊客絶間
二柊　屋　慶　三

二弘蜜の軒先をでは、い苫蚕の人工飼料の研◆宅をしているっ　これぼ衷頑一敵硬

め芝わのて素太トな経机　r蚕はなぜ柔だけLで＼食べないのだろうゥ．カ＼わ魔め

られた。以東十で敬等，食堀迷楓の楓曙の薄明かわ塙まって今日の人工厳格作

環の乾階へと産んできた。

巣篭の冷了ルコ岬ル浸虫液に対して、蚤は敏感に藤じて集ってくる。とこ

ろが集ってくるだrrをこれ態食べようとしなし＼。貴賓の窓アルコール嫡出液

に煎しては、蚕は集ってくると同痔に、この液を食む寮天領殊望む⊇ぼり食

べよちと写る。　ところが、これも長解きしない。　寒天覇泉ヒア）しっ一山

瑚魚礁牽な更に入れてやなど、初めて旺啓な食欲髪示して、違漉して覇称を

たべ晩餐もするク

したがって、蚤が秦k亡べる¢‖去桑の車に三腰の軍手．常引国号r（払よr

餌止）噛故国を（β執ナ浸れ）、療下郎（∫此必押毎声諭し）が礪恵されて

し＼むかわと肴えら軋る。　これら三鷹の智子の蛍海諌息が）実の深澤でみる。

激峯の書与力ミみのって素姓これらも規定三九た。

紬　としてシトラ－」L等テルペン繁め数億の紺頃粧8品再汲みL

としてβ－シトステロールとし＼うステロール類の一嶺tイソクエルシき、リンと

し＼うブラガソ頼め㌦庵が　そして5秒久組瓜心唇声迂丸としてせ〉しロース、了腱

に呵久訪れとしてシュプロ岬ス、イノシトー）Ll賂敏感、夜露像がl食檻を

支離するものとしてノ各軸凍恵されたク

激千草嚢、桑以外の食物堂雇わなかった蚕も．命で、は払藍の研更意で，ヒ

敦の議周等哲棺えたノ卜者紛々大豆の壕を痛みしめて1壊わってし＼み。　竃下、

栄渡凰葦の畢輝へと東に済洗髪練直てし＼る々　最い蜃白であっこも，凍な蚤

がす軋ぼ．蚤はこれを食べないっ　讃化塀収し礪て、しか、も是盈朔頓を合意

なし＼衆愚希を原瀬しなければなわないや　あるいは、蚤の麗畏促鷹周子を熟

◎車から更に牽施しなければならないかも知れぬっ　前金にはなお、寝間が・

山壊してし＼る。

化母的に濃温敢短め飽二線な励頃の鉦で蚤が、気合に飼育虫乗るようになれば、

、蚤の生殖の研取去き　めめて　蔵すす　ここととな　ろう　麻痺　そのの助頓の代射

、酸虜、汲態、琶萄各々、j興味あるその塵橋．の終猪も容易になるにらがいな

一5卜



L、。　額の生産という点から有えても，その晋は尽きない，　工場で与日各

軍生れでる蚤は、縛の生象を禰曜肘に増大こせるぞあろう。

啓は香芝で、今となれば杖孝に夢中になってしまう。　しかし、たとえま

だ琴にもせよ、こんな未来回生静しても毅、馨し＼てもみる乳になつとの漂、

ごく豪放になって－カ＼あのことであるっ　それでは今まで、、風塵は何に支えら

れて日夜掟軍髪してきたのぞあろう男＼。　それは、この仕事の初まと」が、き

わめて寓意な、「なぜ、蚤は轟1ごけな一一一一一一。」、という疑園から鳩まってし＼る

かわで＼なノトちうろ＼。　r蚤が森の嵐2食べ、柔は蚤冶菊卑ごあるむユ　こんな

単線なこYに接げ刀＼けわれと贅置な疑覇、これはき招めて贅豪な疑＿覇のよろ

に番える。　息は、藍塩のこの筑闇に、今告ぐ敏かされつゞけ三雲とように

香う。　番・ろLL＼カをもってし、るものであるっ

－．　プ）中で
劇「伊豆族夜行‾の思い出の一山∴つ－

4回生　汀　琶　賢　治

牙三哲官食　前官幣汚しととき不意貢からメガ丸のf′すっくり　の産頂き踏みつ

りこし烹1た○　打讃＼がで、その冒メガネ点　けhく∵ノ　功一－一方がと哀／tZ L乏し＼ノ　竃

と壬反し＼王らに左落しながら一歩く斗　これに如け＿て）k笥ヒ水髪入れ簿〆して＿し＼と

う・、二）、；一二∴ぞ、、・＿

入園から苦慮への直、歯車盈二二迷う　んん通しの車をかき才」け凰んで行くろ

らにゝ寒行ず額髪下に軌丁、スガ不を毛￥すで　射通ノは／ノ軋コ．勺竜三がわtj、

こかし髪禿げて痘生硬浜手か二重まっていた矢軋，二元彗痺ごある。礫は足下

を藩命になって濁してみとが、わからないソ接音に興奮して頭に憩が昇って

．●・・　　　　　　・　・　　　　　　　　　　・二　　　・　　　・・←　・・．

正してし＼るのか、それすら寄れかける。二二でぺシぎ葦牒打二庚寸ためその蕗に

′　　　一　　　・・∴　・・・‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　■　・．・

たまらなし＼ク　木か目蓋LL＼。しかしっK幣の車に法㌦滴の水もなし＼。直に孟よっ

て以東勘こえ経常を鋒てし＼為プ　ヒまらなし＼り　し1＼しこの環を支ら去ること広

で、きなし＼ク　もうー寮力をかりしぼってみるク　どうもメガ末という象はやつか

いなものそ、かけなければ／∂耽気芝もはっきり亀えないし，この轟に幕とし

てしまろど獲し息号のにタを坂する。　絡まし、に」三間づ直し＼になり、子と足七

おぼっかない冒、婆の三者を承りにしこそこめ且を、琵っぱLから‾敏之回ノつ

、一丁∵－

毛

　

弟

　

竃

　

や

　

省

　

け

㌧

　

に

　

綻

　

べ

　

「

■

　

外

　

灯

　

と

　

も

　

や

み
　
拇
　
み
ろ
く
　
い
、
つ
　
い
　
濱
燕
　
む
　
と
　
つ
　
汗
を
　
む

て
　
召
　
て
　
貰
　
て
　
な
　
ま
　
に
　
を
　
　
甘
／
顔
　
中
　
や
漆
　
＜

一㌧・・＿L

二二、1＼二

覇’1ヨヵ、

らまけ

こ主’．tr、二、、

＼、■′へこ



つ
　
蔑
　
た

み

　

㌧

　

い

1、二二・

あり、

罠．下

って

－をノざ雪

濠に

く　て

よっ

と琶

つつ＼

、こし

足＿と

回つ

．

　

■

　

．

．

．

　

．

、

　

　

　

　

．

■

　

　

　

】

　

　

．

　

　

　

　

丁

．

．

・

．

・

●

　

1

・

・

　

・

　

　

・

J

　

　

■

　

　

　

　

　

・

・

■

・

．

－

－

－

1

i

てみも。覇か芝にあたった乳がすおう　どうも山九　のたぐいではないらしし＼ク

召取堀やあ奄かもしれなし＼。そう一隊憩いなかわ線針撮り夜／Jてよく確かめ

こみる。メガネビ／　おもわず康広｝常套一七線からその儀にへたり込んでし

まう。ここへ毎分の書野に帝ん＼てくれるために葦か一幕のピーノLでも飲ませ

てくれないか。ああtき　　めでが範し＼モ∴　しかし水温蔽賂点してない。仕方が

ないので亘りあがってリュックを芋にこ呑，もち令寮はメガネ空港ときない

ま須ニボケ＼ソトにしまい込んで、台くことにする。斬回り躇祝を判雀紆するため

に日産鶴ぐ’だけのXガみぞあたり㌢邑まわし、蓬に虫も可筒魔のある寺岡

を欝をべてみるっ　融二両って一道鰻に進んで行こう．そう決祀するク

●一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　●＼　　　　、

二木、なたヾらノ＆硯風見　つつき筑ノつて澄む∴　ニ巧Å山上んはま毎で堅さ！裾のように境の

凍てかふみっ乏塵符をぶくらせるウ　ニのALL魂ノとの軌】＼漂馨れ′療牒招象いモ㍉

やつと¢ニとそ、蕊らしし＼鼠に出た∑彗　今夜は縁組に丸がほしくなったら今

や汗も去なし＼。体根かぼLになってし象ってのかもしれなし＼っ　β＼わから下る

予二、・・・二・．．・・　　．　　　　　・　　　　　　　　　　、、一　・

選譜・薩想・幻患

之回生　金　田　洋　二
一■こと的宅ミニブ研ぎ㈱／触′駆

・、÷∴、∴・・二二

L人定ルこ棄庵七竜ころと荒うと、空々書きたいことがあって、あれや、

これやと嘗いつ、＼打ユ竜いてみもりでボ　結緩り芸、河上蟄けち∴＼。こ　そこそ㌧

阿智かに合7－j一三遭範Lj　毎食プ）壱皐考えとり、本で＼ふ．だ目しとことら∴　ノバ

い　二　　・　　　　　　　　　・・　　・．　　1・．・　　　　　　　・　　　　　・　　　・

■‾　　●－●　　●一　　一　　　　　　　　　　■　　　一　　　　　　　　　　　　ヽ　　　■

くかぎり磨いてし、ころと思ってし＼る勺

、、一　、　　、●　　　－　プチ・∴与・トーこゞ・、一・

丸亀は、∫書、蟹凝＿以東、蟄マな昏露風早の速射をざれで棄ているさ　そして）

－乾して亀った護劇わやに、画どもの　奉賀蘭に又　形式頭目二）が見つかり

はしなかったやあろちか∂

－53－



旗色鼻の倹しし＼灸験では「よ的才の遺剰」と「心シ可、一十工の迭刺」の頑

應人があげられる0「よか甥の議員hというの庄・承知のように、T葡尊亀鼠はそ
㌢いこ庫う魂殊によって、藤野の窓化致コまたげる甘句に菰れるJというもの

こ、あも，

電解とし＼ろものは、麓かに，加わも作詞をままたげ亀一方同仁、反義が潅む

ものである，この竜底に於て了）レキヤトリ工の法則⊥は，頁嘉界を支乱写も

蔵元駒なあ私もの、竃栗の塞本法則ともいうべそ黎寮監希っているよちと忍

わ甘ノものである。

さらに、「万有封刀の公式上セ「フ岬ロンの男の公式」が似てし、ゐ（本項

－．一　　　　　・　・　　・＿・・、∴＼・　　i、●、・　　・ご－　　　　．　、

不審務でも初ったし、引力と電毯気力というものの作覇が似てし＼ること尊か

ら両者か勘こより塞東関な軍【檻があるだろうと濡ってし＼七っノやがて、二の雨

蒼の閣鹿がタ　いわゆる「魔の忽一硬愈J否めるニ￥を知った。

熱軒のように、この渾諭は、現在の助亀琴では柔だ騨及蔓れZ L＼ない。け

れども，この二度額を苓鼠写る竃乳も伝言そろぞある。年がモ「息、「泰定子

のノ掟兼が華圧日日二なったと至、初犯て寧日すす　だろろ　誉と、番いZ L＼とがノ

・、　　　　・●・　●・　　　　い　　　　　　　、　　　．＼　　　　・・．・

已つカ象徴かご．正しし、吏す裾で・、温命∴解諜する見込みもなし、ようごあも。

もらちん、閲常が轡課したとや、為を／あ亀に直篠に　河床が教射っ廿で、榛な

いか、f　羞肴か㌧　人間の力が，竃鰐の喫鹿に入っていくようで、′　た㌦）もしく容じ

ゐのでめゐ¢　（キ「習慈」／？占卜　占胃等　「凄刀」）

確率と法則Y人聞

羞ゝ亀は、今冒喜二到る蓋で、竣くの底むべきす閏な、迷し＼，適みながら、こ

か大埠の繊康化吾舟とし＼うコースに入って未了し＼る。このことも、舞えて森

屋、ゎぅゥ　乳　ライブ二、、′＼ソは、このような人間の薩命妻一　考くの存私可取な

・・　　　　　　　　　　　・　　　　　　■　　　　　　二・　・　　　　　・　　・

篠の生き零が′　碑によケ乙軌ざれとかどろカ＼餌わなし＼杵　とにの＼く，何らか

の藩命に鼓笛蔓れてし＼ることはわかるっ　だが，それを篭窃線的力かせいにす

る鬼僕は橿欄が牽くない。

この尊命セし、うここと、これを収の衷三尾を博し、るならば．確率と蔦え為と愚

う。ある人の艶によれば、都金の入閣には、㌦日に、三‾百十し、〈つかの、竜

橡が糾jか刀＼為可飽櫨があをとし＼うが∴人間に」よ、蠣竃死ぬ篠奉はいくら刀＼

はあり、新一布を患う凝率も又、し＼くらかはあなのであるっ　しかし、その覆率、

・き∴
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確

は、送別化す毎には、余りに嵐歴でありすぎる。

しかし　南都親象となもど（蔵宏も二竜えぼ、．入閣生活も又自然諷象かむし

れなし＼がノ　ここで・店、無塩鬼的なもの）例えば、、米山、ソマン皇二よって、舟場

避敏から、夜寒的な法則が鼠し＼ピコれた。当時は，人即は、督感界を気前写

るのは、法紫郎句意鋸であり、確率的法賓中三、単に、人閏の衆知のことがめを、

おぎなう）法認から生じたにすぎなし＼￥莞衰＿三し＼たゥ　このような考えは、ラフぅ

ラサス）こよって民最これもや嫁は、「ある塔勘こ浄て、亮子の掟蚤と法泉と

ゴ短音閲の新雪を作柄を夏冬に知るこYができる竜にとって、世界は、J法媒速射

に姐って隆行写るドラマである⊥とし＼つたがl　このよちなことは　「詣対艦

捜途上や、ハ＼　ゼンベヾレグの「不渡鼠艦閣像⊥によって、否定蔓れた。確か

に、亀銀髪雷蔵離日こながめもとき，）呟鱈送別に壊かれていると考えら軋るだ

れろが．撤鹿鶴領瀾嵩属＼ては、もはや、法私議新で払寵礪う軋膚、ない。ここ

でノ微温勧頃感に審＼ても，巨視的額嵐に掛ても、執り宣むうも鼓別として，

確牽毯紺ヾノ現われてくるので、ある。そして，筑故で＼息、寧蚤濃艶軋＿ゲ／観

・　　　　　　こ●　　　　　ニ　　　ー、く　・、・・・一一∵・・

このようにして、現在私産は、慮牽竜葛申二よって支配まれも亀鑑乾をもっ

てし＼る上目　だ㍉　これが総計的ヒ正しし＼とし＼う保証はあ1日草ないや　私盤が、

・一　・・、●　　一・∴．！－．　　　　　・．－l・：∴、一　　　　・一　・・、　・．　　′、

啓とし＼うものも又、絶村営束ねながら、ある塵の輝賽に叉甑きれていもので、

様なかろちか。

／
／
し
、

の・一女に多少＼どもの喫痍な添蔓れた零に了罪の泰机；蔑み下こし＼ク

〔蟹鋸　ノ？録、之肖軍　曹叫Mれふれ「壊乱礪然∴釦渡
〔吸う霊廟寛菅の患礪〕　　　）＼1ゼ、ノベルブ’　嵐‾与で、がつくす

・●　・　　　　　　　、　　　　　　　　　　一　一二．　．一　二．・

漁民頻嫁菅は、「覿一増の埋．翰J　及び「常鬼等の統岬確論」が：同署となっ

ていちょうに、驚庚薄なものからあも泉薄産を覿し、虫そうとしこし、る4　そし

て，そ⑦ことは、音からの自然展導の研究態度さあった。

しかし寛還∴　壱酎掛翰ともし、きづ、まってし＼も。そして豪放手簡、につし＼ぞ竃え

ぼ，素腹至いま親友30簸以上もあり、ト頗牒ち誓冷・」や「ハ1せ、ンベ）しグ、－パ

ウリの確添上　ゐ志うな線さ㈹譲鞄があるが′　し＼ずれもまだ、鮮挽き軋たど廣奮え

ないようなものぞめもらしし＼っ　そのことにつし＼て！三、預津車博士訳、汲園軍務

につし、て「現産の蟄革力学の童長としての普通の癌の像諭では、理啓一できる

ものぞはなさそうでああ，上と逮／ヾておられる；。

このような習膚登舞えるとき、このような東秩序なものを泉宵だてること

ううr



に篭りがあるので、はないかと考えコせる。郡ち，質欣浮を悪辣斉として遅野

太呆ぬかということぞある。さらに遽べ毛なめ、白鷹の発芽轟轄賓確を無席亭

と考えてみようというので、あもっ　そしてこれを塞礎＿として、新しい竃剰象を

教委上げようと敦みてみるのであるゥ

しかしながら．この宣うな百庶像を労えるには、食　に筑箕は泉しく、又

、　●　－　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　一　、

に覇し＼了ぎ一日＼なのを如為。シュレディンガーが述／ヾちょろ亡㌣紋章から厳

存へと温むことはあっても　気風嵐再　逢逢　ここ　はまま　ああ　ままいと　わぬ　しあ。

け紅と、＼ギノー　そんな須藤なし＼ぼかせる宏、常子亡の白茶東草は森羅そあり、薙野

－　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　　一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　●－‥　　　　－

ヵ条が笥おのそある。　rij「現バキ学と入閣」　　項刷勢威▲　　　岩液温窺

（之）「生命とは何乃＼＿j EゝシュしテペンガL　　　ヶ

鰹崩しとし＼ろ：∴ど

ふく人【亡去、琶分か邑べこい電二と鮮′　鰻丼豹誉あるかクJような話を下‾るや

二LLノっんその人這登　そう信じてし＼ものだち＼んj　そのことにつし＼ては文句をし＼

ろ写じもし＼の圭のそゝはな1）＼かもしきハ∠ノねが、絶対車的こ正しし＼と訣豹も塞翠等

どこにあ禿とし＼ち狛ごろり。bラ＼＼ノセルノ二、雪舟か看草か競めに了菖唐の速

′ヾも　とは正Jいと蒜鳩らkL＼骨ぐ、七一だ多少七もの兵藤篭絡1こし＼。〉主とし＼った

竃凍勿＝∵聖篭し＼てし、七が）正にその亀l〕てごど整う。

か／〕て∴：ニュー町人ンカナ・考げ、鰹煎約でん上　線尊者射包めとして全ての

八軒．士の絶対′鞋∴了薫」つた∴隼イ＞仁∴　し刀＼し笠の蔑丼虎も｝1舟の力iこよっても

三八も竃れ去った。そして、丁〝慮東嶺上や「濠等翰⊥が登場し1二。それでは

教頭庭は確立これたりか。毛で、あらっ　これわがし＼つ、：ニュ「岬トソ刀孝の露命

－　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　一　　　　　　　　　　一

よりこれレぜ仙√カ竜い肇威ア二、は河が終るのか／全く予賽もつきか拍るっ　堪対鴇

力絶対波も婆なるその蜃閣項数二乗＼乙だけのことではない功炉と考えもラ　筒

ビ4∴うら∴二と1ユユークリッドか軋何等に1し＼こも害える七讃う　乃そ＼ある」

こんなニ＼とを奪えるとき、し＼つも讃寝の存在を罷うめそあるゴ「貰三重とは

珂凄い入孝式の後日、華粛乾生おく嘗われとが∴　争う僕には、賽産は幣二二　甘し

・　　　　　　　　　　　　　．．．　　　　　　　　＼　　　　　　一・

て、永久にその内忘を如乾奴策なし＼のそ、広なし＼か簿と希えたりするク　そして、

それでも竃だ、二翼護は羨めはばなら狗もかであり、エリ此づ小転ばならなし＼

もの否めると考えこし＼も。そんな恵痕で、、健対は我々に寮互選くにあIj．又

－56｛
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＼－■こ　し＼
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ツ
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：ヱJf＼二・、＼

芦き

ナの温

、　　丁二

さて　の

）ても

～′Lぞ・広

7）露命

か額感、

、■て羊、■治

bク　筒

王＼・」言

二と．甘レ

．そし

まして、

ゝなし＼

j　′　又

寮も昂汝にあるもので、あると藩うので、ある。“璧蘭の人々は、泉尊乃埋静がし＼

か＼ニ短命なものか髪萱ロって蔑くのど㌘　　鵬アンリ・ポァソ刀レ

煙突の変える嘱酢　　仰あお笥電重り車で番えたこと－

私がまだや卑壕だった承．これと蘭各の晩亀があっ吾ような乳がする。そ

の吹鼠に嘉てくる度更と尚じようなのが，草炭へ行く亀車の裏かわなが治ら

れる。亀車が息巻につれて、闇奉の煙秦が，三本に乳え、つでいて二本にな

り、つし、には小春に乳えた、）する，もしある人が了産婆は三本勤も，」と言っ

たら、人はその人の不達恵之を失うだろうや　けれど，その集っ手ニ入違もノ　把

、、．．　い　・●・－デモ‥　●　∴・　二一・∴．＼′．こ．・・、・　‥

例えば、ノ＼ンガリーの琶庫が疑恥ぼノ＼ノ塗は橿じられなし＼とか＼ス1分の

呵確では、英仏の帝国主義だと害って壬わぐ？もつと牽血な桝では）官本に

いるアメリ罰箪凋ことについても言えるフ　横は、7メリ刀草が．日本の軌主

意簸k築き上げてくオした解放畳み主うに敏一つて鼻ヒ〃　そして今や、固じ人箆

によって、アズリ刀嘗きま，葡萄主義か友葡鼠箕の壷周でわもかめように言わ

れるっアズリ刃が衷っ一「このだろうカ＼ゥ　そ十じ＼やこし＼ノ　冒本人の蘭の象牙が変

ったのであもゥ　そして、そのことはⅦ本の産毛を三奉や二本†二見もことにこし

虹すべきて■あろう。そして、三本斜里束が畏∫jであるように、アメリカ箪息

衝鉄筆と鼠もことも′　帝屈宣教の毎物とみることも又、諌Uであろうク　正に

それ」ま電子に破簡庭と政子塵のこつゆ雫も舞象が同質1二法乳であるのど同塵

に∴アメリカ㌢二つの晃牙の思せ備えた一つカちかと降厩軋すべ苫なのでよな

し＼小。河珠のことがノ　ブ＼ンガ＼リーの嘗緩いこち言えるのそはなし＼力かク　そして

これ烏のことが∴豪放の珂萄そぼなく、面責乃云続的嫡碑凄患われであり、

その患疏一二おし＼そ、γ乳は正に虜姉を変えて軋る亀凌なのご、ある9
■L、一一㌦、一m、・－●・一・・い・八八　■－JH＼■■　一一　一　　L、　一　　一・一

ニ貼上卜かことは、何も歌謡乃覇竃だけなので妄三はいノ　甘塊全て色々な見方

をもってい各巻′犠庫なのぐみ県　人覇皆X席やズス櫻ってばかりでは簿寮、恕

東なし＼．乃ど旨廣　その終孜は　ある主薮　主張だけでは号音これないものな

そやような憩針争，胡本の厚東木我クに簿くのことを示してくれYこいも

よ　うな気がしたのである。」

一弓7一



学業にあたって
4回を　近　藤　孝　一

人草政電登園というものが、終ろうとしそし＼為。私はこの節詞、苗を改え

らに，河を草んだ乃＼、）じとし＼うものがわもならば＼ノそれが東打なる彰饗を置

け、又変化したか。終る、亀谷が、二の矢草生為により取立して土壌長の心現

が凋たして、違憲のあるものと書丸為か。

行動の蘭よりみれば）観かに蚤化している∴護摩の騒謂無）か下ぎー　軟風

喫痩する等もをきるし、セの化努々の軒ヒ）虫入丁も孝もそきるp J　ガ、しこ

身uミ芸厨も穴草生ビけがすも尊母は7注し＼巧＼わ、もし私が中学ないし護岸でその

烹言争壌しておれば，もノつと早く行なう葦ごめんかもしrLなし＼。故に魔神蘭

と主体もこ売家を餌丸和ぼ＼なわなし＼￥誓う〕

少砧、みて啓じノ　瓦乃卜二ム字句…二蓬U等，ろ虫東上牽を藩聯㌦てL＼笠寺′′　入魂

狂言で，無数｛プ）／、官示参殿レて各毎が、その各こち力そもってわめ煎破な牒

一　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　、

′》鼠才のWノ金華亡か日石も革がそ＼蔓る乃＼も了ノれ持し＼と≠一、、う肇に、節婦窒驚笠て

プこ＼、、その筑刀が充分な動力＼っ友はこれ」ニ対して風琴できない等を孫念jこ意し＼

ミ1㌦　即ち、天草題亨閲を嵐じて，葦だ、蜃命に封－して、接乗を履く背が恕

末で、暫命が掟草生すもには、はた日　だ不安定だからで｝すう　天草鼠活髪通じ

て、色々人か考え首も固さ、毎食も考えZ、入監潜とかいう郷を、揮った薦

りでい言了が　これが包掛のきだと全く㌦致し、その人空轟に絶って空清し、乙

鰭忌）二のヰ後半添な鎧櫓に壮選写る患家，より凍寒に丁射二息、より大

き琶辻息を罷職L、その和二塩入、する吐乳牲㌢静じます。毎分をあわゆる固

しきす。そして亭々tニ忠人塵が舞んてし＼ってくれた、泉孝に親鳥礼、未知の

せ界の味を知リたし、。碑琴望潔しむ為には、まず毎分を知り、知識空爆、

それらボ融合しなければと逢う。

衷母に楽しみ、しカ＼も象生野東する肇がすさる。二の兼は気希で、ネ工習す

る琶っ息は蕊唇に笥って、蔚嶺に溶じてい芸才脊　髄化生のヰき、斜塔変態毯

黎鼠し、しかも凰武を諷葡こし，葛に払導に親し畝を象患之れる慮な人が発く

凍虫され奄賓を郭椅いたしますや
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過去・未来・現在

4回生　江　間　賢　治

智弁がン現在生存してし＼るこの好打二宣言れあわせた二二に韓肇に暮らこか、

㌢銘じこいるり即せ鷹とし＼う蘇持三権裾二変化卑し＼暗雷管ある。もし膵射二

封…質質前針じこの冒本姓金＼一二生まれてさとと鼻えるY、どうでゝあろうか。現

々は封壌立命とし＼うづつくの車そ、殆んど永谷の凝り夜わリなど晃るこYもなく

仙をを終えてLまわ射丁れぼ、ならなかったそ、めろう。しかし現在乳に盈去わ

等－カ覇王二つか世帯蘇号を隆験し、今資本主義と寒露主務と⑦オ立の車に疫

毒してし＼毎竜王を愛息すとき，福富別々に変りゆくせ界ゆ席腎に護憲を霞目す

ごもk終了よくなる♪よの乳彼我や力社食は助町なる夜化を払す召、あろうかノデ

沃なはだ輿痛ある閤琴で、あるク　ここで試亀を司じくま∩筆筒のせ草に轟けて鉱

ノ93き草ドイ＼ソ1ニフアシ穴、ム韓濾カぐできたとさせ界は憩い暗藍の芝でレポ

封ノてきたや箆粥力利発三三滴天守る菜を音素（力膏鱒に溶瓦するためノ　これ生

見各号‘為政賃をとったd　それ以来茨アエフアシ穴、ム接合ヨ岬ロ＼ソノヾに素藍し

てし＼竃，イギリス　ノ　アメリカにおし、てさえプア＼ソシズム的な碩糧か、廃し＼ヱ窒

化。せ発信夜業〉二し＼う文通′方譲合に覇って蜜む。しかしこのゝ∵至卜、イヅとプ

・　　・　　　　・・・　二・・　●　　　　　　　　　　　　　　、・　　．

捲ド1＼ソとソ塵の薄圧罵った触＼ノネギ置灸専守であるフ　二分条約にエリドノ巨ノ

は両竃湾観か脅範が恵一ノこ食ヨ叫℃ゝソペ掌支離守ることができた耶ノ　ヒトラ

ーの先般揮力盲目汚ノノ仁ギパスと倭国、しこ＼ノ達をJT職するという愚公を失ってし

・・　　　・　∴　　一　　　　　　　・　　　・・．　　　　　　　　　　　・　　■

ようなぎ欝席勢になると濱った人があるだ＼ろうか？

・　　　　ヽ・　　一　　　、　・・　●・・　・・一・　・　一　　　　一

、・、・・　　　　　f　一　　　　　　　　日∴　一・．　　　．・・　．

また登泰音義がさ何番か¢苛嫁で＼この叱エより賓をう菖して＿しまわないともかざ

らないっ　丸々かぐこのような夜叱多き帝一掃にせきた着としてせ界の動きに宮を

轟けざる髪膚渇くなる．

一対一－



日召和36等度卒寮生のゆくえ

賓争　覇東　　天官本餅囁

三辻　　野　　両面ペイント

三宅建武手　　金敢しイヨン

、－　　●　　、●　　　　　　　　　一一　一一

名取　知慮　　帝常人絹

面久イ鼠紋観　　確執餅一頭

閣埼　　教　　京大大牢耽

促野　元局　　凛水化啓

一・　　一　二　　　一　、・・・・

佐藤　東手　　素人大草慌

町屠　敬司　　音大大学像

竜密　　嘗　　新嘗泰琶贅

凍山　文政　　軋書方適

上野　擢二　　轟太大澤耽

鵜蘭　竃接　　頭車齢礫

鞘河　長寿　　竃蘭鰐嘩

ム蒐　一正　　▼京大太環礁

山名　喪失　　優太ミネソタ　3卜1

竜耳　勤二二　　葵羽化冤

萄　　櫨逢　　簡工六大学罷

環木　東大　　項曹教職

踪跡斑紋等閑『

寓項　宕箕　　三寒製紙

乾漆　巻末　　東馨し－ヨ∵ン

江、閲　貿竜　　三キ化学

芋川　謂彦　　日置化学

や新　　路　　山鳩パルプク

薩田　清志　　粟郵し一一一ヨン

市棄　竃覇　　官本レー　ヨン

萄対　　晃　　常務し岬ヨン

海野　　痺　　鹿敢繁簡

兼茶　気乙　　軋篭石破

綻⊥j　髄彦　　畑叛武

川歳　素瓶　　丸紅飯団

吊心材　元矢　　志太大草取

、・　　　　　　　　　　　・　二・ゝ・一

本下　三部　　ヨお耳蹄

寮閲　寓話　　箕瑚紛繹

ノト森　利払　　三覆し十ヨン

小簡　弘温　　食敢しイヨン

・・・、1．　　　　．∴・：

故熟　正関　　頭寒レ鵬ヨン

宮本　昭弘　　宇部葵竜

ぎ「二二＝ニーご二二霊ここ1二ユニユニ‾一二二二二＝＝ニここ＝ここ＝二二三＝r’仙‾叩‾‾Ⅷ

重量　　　廃案部紹介
4回鼓　　宋簡　諾箕

荒・　こ　こ

ノ　　ふ－

翠川　都考

3首座　　木下　寮蔑

：沢努　故実

∴・、：・　　一一・一

食弁

鹿本

壕ミ工

1回生　　井上
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了
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澤お三十七等を迎え、し、よいよ泰阜豪も余すYころわずかにな

った。こういう濾C転諭しもブ十号蚤行戻りきしと．

四町史には春雪が濱猿になりま了が，その竜痕で弓回官女諸子

の繁藤がカ＼竃t）篤きり、今牒いろuI読｝し¢活最髪恵哀しとことに

鳥、もと郭疇されます。

なお今後も畢蔦後の康子を£和らで下されば幸いと零し＼ます．

又後輩ノ〕ためにも次号では在肺を泰でたいと尽し＼ますめで、鶴

亀部または泉谷まで、お冠わで下∋い．

では令嬢の問回生常子の鋼線報せお粥■リ致します．

畏組は覇号に続き貰應鮭瓦の寮を凝固しま

した∴　ニ　ゝ　仁置乱髪車し上げ’言す。
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